
経
済
政
策
に
一
貫
性
、省
庁
連
携
強
化

タ
イ
経
済
界
は
好
感
、ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相
の
影
響
力
増

課
題
は
物
価
・農
作
物
価
格
対
策
に
地
方
経
済
底
上
げ

1976年創刊

��

今
回
、
閣
外
に
去
っ

た
の
は
ͨ
下
の
⿈
人

で
、
う
ち
⿂
人
は
軍
人

（
Ƭ
）
だ
っ
た
。

副
首
相

　

タ
ナ
サ
ク
・
パ
テ
ィ

マ
プ
ラ
コ
ン
（
Ƭ
）

副
首
相

　

ナ
ロ
ン
・
ピ
パ
タ
ナ

サ
イ
（
Ƭ
）

副
国
防
相

　

ウ
ド
ム
デ
ー
ト
・
シ

タ
ɞ
ッ
ト
（
Ƭ
）

首
相
府
相

　

Ȳ
ー
ム
シ
ン
・
チ
ワ

プ
ル
ッ
ク

観
光
ス
ポ
ー
ツ
相

　

コ
ー
プ
カ
ー
ン
・
ワ

タ
ナ
ワ
ラ
ク
ン

副
運
輸
相

　

ピ
チ
ッ
ト
・
ア
カ
ラ

テ
ィ
ッ
ト

商
業
相

　

ア
ピ
ラ
デ
ィ
ー
・
タ

ン
タ
ラ
ポ
ン

科
学
技
術
相

　

ア
チ
ャ
カ
ー
・
シ
ー

ɞ
ン
ル
ア
ン

副
教
育
相

　

パ
ナ
ダ
ー
・
デ
ィ
サ

ク
ン

　

そ
し
て
、
ᄽ
入
閣
は

ͨ
下
の
�0
人
。
⿈
人
が

民
間
人
、
１
人
が
軍
人

（
Ƭ
）
と
な
っ
て
い
る
。

首
相
府
相

　

コ
ー
プ
サ
ク
・
プ
ト

ラ
ク
ン

副
国
防
相

　

チ
ャ
イ
チ
ャ
ー
ン
・

チ
ャ
ン
ɪ
ン
コ
ン
（
Ƭ
）

観
光
ス
ポ
ー
ツ
相

　

ウ
ィ
ー
ラ
サ
ク
・
ク

ウ
ォ
ス
ラ
ッ
ト

農
業
協
同
組
合
相

　

ク
リ
サ
ダ
ー
・
ɞ
ン

ラ
ー
ト

副
農
業
協
同
組
合
相

　

ラ
ッ
ク
・
ワ
ジ
ャ
ナ

ナ
ワ
ッ
ト

副
農
業
協
同
組
合
相

　

ウ
ィ
ワ
ッ
ト
・
サ
ン

ヤ
カ
ム
ト
ン

副
運
輸
相

　

パ

イ

リ

ン
・
チ

ュ

チ
ゟ
ー
ト
タ
ウ
ォ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
相

　

シ
リ
・
ジ
ラ
ポ
ン
パ

ン
・

副
教
育
相

　

ウ
ド
ム
・
カ
チ
ン
ト

ン

副
工
業
相

　

ソ
ム
チ
ャ
ー
イ
・
ハ

ン
ɚ
ラ
ン

　

ま

た
、
横

滑

り

と

な
っ
た
閣
僚
は
ͨ
下
の

⿆
人
で
、
経
済
閣
僚
の

ⓝ
強
を
目

と
す
る
人

事
が
目
立
っ
た
。

首
相
府
相
→
科
学
技
術

相

　

ス
ウ
ィ
ッ
ト
・
メ
―

シ
ン
シ
ー

社
会
開
発

・
人
権
保
護

相
→
労
働
相

　

ア
デ
ゥ
ン
・
セ
ン
シ

ン
ȹ
Ȳ

農
業
協
同
組
合
相
→
副

首
相

　

チ
ャ
ッ
チ
ャ
イ
・
サ

リ
カ
ラ
ヤ

副
農
業
省
→
副
商
業
相

　

チ
ュ
テ
ィ
マ
ー
・
ɞ

ン
ヤ
プ
ラ
パ
ッ
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
相
→
社
会

開
発

・
人
権
保
護
相　

　

ア
ナ
ン
タ
ポ
ー
ン
・

カ
ン
チ
ャ
ナ
ラ
ッ
ト
・

副
商
業
相
→
商
業
相

　

ソ
ン
テ
ィ
ラ
ッ
ト
・

ソ
ン
テ
ィ
ジ
ラ
ウ
ォ
ン

法
相
→
首
相
府
相

　

ス
ワ
パ
ン
・
タ
ン
ユ

ワ
タ
ナ

ø
Ԉ
任

副
首
相
→
法
相
兼
任

　

プ
ラ
チ
ン
・
ジ
ャ
ン

ト
ン

　

タ
イ
の
経
済
࿀
ᑙ
は

上
方
Ѝ
ᓺ
を
ᾎ
り
返
し

て

お

り
、
ቻ

年

度

は

⿃
⾴
۞
の
経
済
成
⫧
が

予
測
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
日
本
と
同
様
、
そ

の
෬
෴
を
受
け
て
い
る

の
は
一
部
の
高
所
ൡ
者

୧
で
あ
り
、
˛
所
ൡ
者

୧
ͨ
下
の
市
民
に
経
済

回
復
の
実
感
は
Ȋ
と
Ȣ

ど
な
い
。
ቻ
年
��
月
ǣ

ろ
、
次
期
下
⭐
総
選
挙

の
行
わ
れ
る
見
⢡
し
が

高
ま
る
な
か
、
民
政
Ს

ᶩ
後
も
一
定
の
影
響
力

を
Ỻ
持
し
た
い
と
さ
れ

る
軍
部
と
し
て
は
、
今

後
１
年
で


な
⭈
り

経
済
政
策
で
の
成
እ
を

上
げ
た
い
と
こ
ろ
。
そ

こ
で
、
有
権
者
の
ౙ
౺

い
支
持
を
ൡ
る
た
め
、

Ｓ
Ｍ
Ｅ
政
策
、
農
業
政

策
な
ど
一
般
市
民
の
生

活
۹
上
に
ᬼ
ယ
関
連
す

る
分
野
を
ൡ
意
と
す
る

閣
僚
を
増
員
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
軍
人
閣

僚
は
⿂
人
が
閣
外
に
去

り
１
人
ᄽ
入
閣
し
た
こ

と
で
、
民
間
枠
が
２
人

分
増
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
タ
イ
商
工
会
⚑
所

の
カ
リ
ン
・
サ
ラ
シ
ン

会
ⲗ
、
お
よ
び
タ
イ
最

大
の
経
済
ࡐ
Χ
で
あ
る

タ

イ

工

業

連

盟

の

ジ
ェ
ー
ン
・
ナ
ム
チ
ャ

【
第
２
面
に
続
く
】

　

ᵥ
５
次
プ
ラ
ユ
ッ
ト
内
閣
の
ᄽ
閣
僚
が
��

月
2�
日
、
ワ
チ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
陛
下
に
よ

り
任
ܶ
さ
れ
た
。
労
働
相
⡅
任
に
よ
る
と
さ

れ
る
今
回
の
改
造
で
は
⿈
人
が
閣
外
に
去
り
、

�0
人
が
ᄽ
入
閣
。
⿆
人
が
横
滑
り
と
な
る
な

ど
経
済
閣
僚
の
適
材
適
所
を
意
識
し
た
陣


と
な
っ
て
い
る
。��������

（
У
አ
ῲ
͈
▉
者
）
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ソムキット
副首相

アピサク
財務相

イ
シ
リ
総
裁
は
と
も

に
、「
経
済
閣
僚
の
大

半
は
適
材
適
所
。
今
の

と
こ
ろ
マ
イ
ナ
ス
面
は

見
受
け
ら
れ
な
い
」
と

評
価
す
る
。
た
だ
、
仕

事
を
す
る
期
間
が
１
年

程
度
し
か
な
い
た
め
、

優
先
項
目
を
明
確
に
す

る
よ
う
強
調
。
特
に
早

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
政
策
と
し
て
物
価
高

対
策
、
農
作
物
価
格
対

策
、東
部
経
済
回
廊
（
Ｅ

Ｅ
Ｃ
）
お
よ
び
関
連
イ

ン
フ
ラ
に
関
す
る
法
令

の
早
期
制
定
お
よ
び
イ

ン
フ
ラ
整
備
加
速
、
地

方
経
済
の
底
上
げ
、
地

方
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
網
拡
充
、
観
光
政
策

を
挙
げ
て
い
る
。

農
業
政
策
テ
ロ
入
れ

　

今
回
の
改
造
内
閣
は

経
済
政
策
全
般
へ
の
ソ

ム
キ
ッ
ト
・
チ
ャ
ト
ゥ

シ
ピ
タ
ク
副
首
相
の
影

響
力
を
強
化
す
る
布
陣

と
な
っ
た
。
同
副
首
相

率
い
る
経
済
閣
僚
チ
ー

ム
で
は
、
ア
ピ
サ
ク
・

タ
ン
テ
ィ
ウ
ラ
ウ
ォ
ン

財
務
相
、
ウ
タ
マ
・
サ

ワ
ナ
ヨ
ン
工
業
相
、
ピ

チ
ェ
ー
ト
・
ド
ゥ
ロ
ン

カ
ウ
ェ
ロ
ー
ト
・
デ
ジ

タ
ル
経
済
社
会
相
が
業

績
を
首
相
に
認
め
ら
れ

留
任
と
な
っ
た
。
主
要

経
済
閣
僚
の
続
投
は
タ

イ
株
式
市
場
で
も
好
感

さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ピ
ラ
デ
ィ
ー
商
業

相
と
ア
チ
ャ
カ
ー
科
学

技
術
相
は
閣
外
に
去
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
に
代

わ
り
、
ソ
ン
テ
ィ
ラ
ッ

ト
副
商
業
相
が
商
業
相

へ
と
昇
格
。
元
商
業
事

務
次
官
の
チ
ュ
テ
ィ

マ
ー
副
農
業
協
同
組
合

省
が
副
商
業
相
に
横
滑

り
と
な
っ
た
。
両
名
と

も
ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相

に
近
く
、
こ
の
人
事
に

つ
い
て
は
タ
イ
工
業
連

盟

総

裁

も
「
パ

ワ

ー

ア
ッ
プ
し
た
」
と
歓
迎

の
意
を
示
す
。
科
学
技

術
相
に
は
、
ソ
ム
キ
ッ

ト
副
首
相
が
タ
ク
シ
ン

政
権
時
に
経
済
政
策
を

担
当
し
て
い
た
当
時
か

ら
顧
問
を
務
め
て
い
る

ス
ウ
ィ
ッ
ト
・
メ
―
シ

ン
シ
ー
首
相
府
相
が
科

学
技
術
相
へ
と
異
動
。

両
省
と
も
に
政
策
の
継

続
性
で
の
不
安
は
払

し
ょ
く
さ
れ
て
い
る
。

　

工
業
省
で
は
元
工
業

事

務

次

官

の

ソ

ム

チ
ャ
ー
イ
氏
が
初
入

閣
。
同
氏
は
官
僚
時
代
、

Ｓ
Ｍ
Ｅ
育
成
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
事
業
で
の
経

験
が
豊
富
で
あ
り
、
今

後
、Ｓ
Ｍ
Ｅ
支

援

を

担

当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

さ

ら

に
、Ｅ
Ｅ
Ｃ
な

ど

経
済
政
策
で
ソ
ム
キ
ッ

ト
副
首
相
を
支
え
て
き

た
コ
ー
プ
サ
ク
氏
が
初

入
閣
。
タ
イ
政
府
が
優

先
国
家
事
業
に
掲
げ
る

Ｅ
Ｅ
Ｃ
政
策
が
加
速
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
ソ

ム
キ
ッ
ト
氏
と
の
不
協

和
音
が
囁
か
れ
て
い
た

農
業
協
同
組
合
省
は
閣

僚
が
総
入
れ
替
え
と

な
っ
た
。
今
回
、
副
商

業
相
へ
の
異
動
が
決

ま
っ
た
チ
ュ
テ
ィ
マ
ー

氏
は
元
商
業
事
務
次
官

の
経
歴
を
買
わ
れ
、
農

作
物
の
価
格
対
策
の
た

め
副
農
業
協
同
組
合
相

に

抜

擢

さ

れ

た

が
、

チ
ャ
ッ
ト
チ
ャ
イ
農
業

協
同
組
合
相
と
ソ
ム

キ
ッ
ト
副
首
相
と
の
間

に
は
不
仲
説
が
あ
り
、

こ
れ
に
省
庁
間
の
縄
張

り
意
識
も
加
わ
っ
て

か
、
政
策
は
チ
グ
ハ
グ

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

こ
れ
が
、
農
作
物
価
格

下
落
、
農
民
支
援
で
有

効
な
対
応
策
を
講
じ
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

一
つ
の
原
因
と
す
る
声

も
出
て
い
た
。
そ
こ
で
、

ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相
に

近
い
チ
ュ
テ
ィ
マ
ー
氏

が
古
巣
の
商
業
省
に
呼

び
も
ど
さ
れ
、
元
農
業

協
同
組
合
銀
行
幹
部
で

あ
る
ラ
ッ
ク
氏
が
副
農

業
協
同
組
合
相
と
し
て

就
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
人
事
の
背
景

に
は
ソ
ム
キ
ッ
ト
氏
の

強
い
後
押
し
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
総
選

挙
を
１
年
後
に
控
え
、

農
業
政
策
を
重
視
す
る

軍
政
は
、
副
農
業
協
同

組
合
相
の
枠
を
増
設
。

故
プ
ミ
ポ
ン
前
国
王
陛

下
が
提
唱
さ
れ
た
「
足

る
を
知
る
経
済
」
の
実

践
者
で
あ
り
、
農
民
目

線
を
持
つ
ウ
ィ
ワ
ッ
ト

氏
も
副
大
臣
と
し
て
初

入
閣
さ
せ
た
。
農
家
か

ら
は
両
副
大
臣
に
期
待

す
る
声
が
早
く
も
聞
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
大

臣
に
は
タ
イ
南
部
ソ
ン

ク
ラ
ー
お
よ
び
ヤ
ラ
県

で
知
事
を
務
め
て
い
た

ク
リ
サ
ダ
ー
元
内
務
事

務
次
官
が
初
入
閣
。
南

部
は
ゴ
ム
農
家
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ム
行

政
に
詳
し
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
農
業

政
策
の
最
前
線
に
立
つ

の
は
２
人
の
副
大
臣
と

み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

チ
ャ
ッ
ト
チ
ャ
イ
農
業

協
同
組
合
相
は
農
業
政

策
担
当
の
副
首
相
へ
異

動

と

な

っ

た
。
プ

ラ

ユ
ッ
ト
首
相
の
同
級
生

で
あ
り
陸
軍
副
司
令
官

と
し
て
同
首
相
を
支
え

た
チ
ャ
ッ
チ
ャ
イ
氏
の

処
遇
は
今
回
の
内
閣
改

造
で
難
航
し
た
人
事
の

ひ
と
つ
の
よ
う
で
、
農

業
協
同
組
合
相
留
任
、

労
働
相
へ
の
横
滑
り
な

ど
の
憶
測
が
流
れ
た
。

結
局
、
経
済
政
策
を
最

優
先
と
し
な
が
ら
も
、

盟
友
の
降
格
人
事
も
よ

し
と
し
な
い
こ
と
で
、

農
業
政
策
担
当
の
副
首

相
ポ
ス
ト
に
落
ち
着
い

た
よ
う
だ
。
た
だ
、
農

業
政
策
へ
の
関
与
の
度

合
い
は
こ
れ
ま
で
よ
り

か
な
り
低
く
な
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。

地
方
観
光
活
性
化

　　

観
光
事
業
は
ソ
ム

キ
ッ
ト
副
首
相
が
さ
ら

な
る
伸
び
を
強
く
期
待

す
る
分
野
だ
。
特
に
地

方
観
光
活
性
化
に
よ
る

地
域
経
済
底
上
げ
は
ソ

ム
キ
ッ
ト
氏
が
優
先
課

題
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
が
、
日
本

と
同
様
、
そ
の
施
策
は

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
改
造
で
は
失
点
の
な

か
っ
た
コ
ー
プ
カ
ー
ン

氏
を
あ
え
て
更
迭
。
観

光
ス
ポ
ー
ツ
相
を
経
験

し
て
い
る
テ
ィ
ー
ラ
サ

ク
氏
を
同
職
に
呼
び
も

ど
す
こ
と
に
し
た
。
ソ

ム
キ
ッ
ト
副
首
相
は
昨

年
行
わ
れ
た
タ
イ
投
資

委
員
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー

で
、
２
０
１
５
年
８
月

20
日
に
行
わ
れ
た
内
閣

改
造
で
プ
ラ
ユ
ッ
ト
内

閣
に
初
入
閣
し
た
際
、

タ
イ
経
済
を
好
転
で
き

る
武
器
は
観
光
し
か
な

か
っ
た
、
と
振
り
返
っ

て
い
る
。
今
回
は
回
復

基
調
に
あ
る
タ
イ
経
済

を
後
押
し
す
る
意
味
で

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
政
策

を
早
急
に
打
ち
出
し
て

く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。

農
業
政
策
テ
ロ
入
れ

地
方
観
光
活
性
化

【
第
１
面
か
ら
続
く
】

経
済
政
策
に
一貫
性
、省
庁
連
携
強
化

第
５
次
プ
ラ
ユット
内
閣
発
足

ソムキット副首相
率いる経済閣僚チーム

ソムチャーイ
副工業相

ソンティラット
商業相

ウタマ
工業相

ピチェート
デジタル経済社会相

チュティマー
副商業相

ラック
副農業協同組合相

コープサク
首相府相

スウィット
科学技術相



11月22日～11月28日

大
ࢪ
内
閣
改
造

�
0
人
初
入
閣
、
⿈
人
更
迭

　

内
閣
改
造
が
��
月
2�

日
、
官
अ
で

⒙
。
�0

人
が
ᄽ
た
に
入
閣
し
、

⿈
人
が
閣
外
に
去
り
、

⿆
人
が
横
滑
り
１
人
が

Ԉ
任
と
な
っ
た
。
今
回

の
改
造
は
先
の
労
相
⡅

任
に
Β
う
も
の
。

【
第
1
、
２
面
に
詳
細
】

Ⱎ
⚑
員
の
首
相
❙
᧸
⬹
ᓹ

２
大
政
ӫ
が
協
力
か

時
期
ଯ
早
と
の
声
も

　

⣏
去
の
総
選
挙
に
お

い
て
当
選
⚑
員
ᄋ
で
͙

ӫ
を
ࡿ
Ь
し
て
き
た
ۀ

タ
ク
シ
ン
ᘐ
・
民
主
ӫ

と
タ
ク
シ
ン
ᘐ
・
タ
イ

⛦
ᤙ
ӫ
が
下
⭐
⚑
員
ͨ

外
か
ら
の
首
相
選
出
を

⬹
ᓹ
す
Ȉ
く
ཆ
を
組
ȏ



性
が
出
て
き
た
。

　

タ
イ
▉
者
協
会
（



⿐
）
が
��
月
2�
日
に

⫳
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー

「
国
家
౪
和
Კ
ಂ
評
⚑

会
（

Ｃ


）
の

も

と
で
の
国
民
和
╫
」
の


上
、
ɓ
ピ
ッ
ト
民
主

ӫ
副
ӫ
首
は
、「
༕
Ƽ

が
落
ち
着
い
て
◊
し
合

わ
な
け
れ
ǿ
、
軍
部
を

⣡
ざ
け
て
お
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
ᄽ
政
権
ᑰ

立
に
お
い
て
は
す
Ȉ
て

の
政
ӫ
が
協
力
す
る
ർ

要
が
あ
る
」
と
࿀
ၳ
。

タ
イ
⛦
ᤙ
ӫ
幹
部
か
ら

も
民
主
ӫ
と
の
協
力
を

示
ތ
す
る

╵
が
出
た

と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
民
主
、

タ
イ
⛦
ᤙ
を
܅
ȏ
主
要

政
ӫ
の
幹
部
か
ら
は

「
時
期
ଯ
早
」
と
の
意

見
も
相
次
い
で
い
る
。

ᥰ
ࢀ
、
政
ᗁ
活
動
が
ᱞ

ᓹ
さ
れ
て
い
る
た
め
、

政
ӫ
間
で
協
力
に
つ
い

て
◊
し
合
う
こ
と
は
ま

だ
不


。
ま
た
、
政

ӫ
に
は
総
選
挙
に
۹
け

ᄽ
た
に
ർ
要
と
な
る
重

要
な
ཆ
続
き
が
多
く

ᔞ
っ
て
お
り
、
ᥰ
時
点

で
政
ӫ
の
協
力
に
つ
い

て
☟
ǩ
る
時
間

έ
ⓖ

は
な
い
と
い
う
。

　

な
お
、
民
政
復
ై
を

実
ᥰ
す
る
た
め
の
総
選

挙
は
今
の
と
こ
ろ
、
ቻ

年
��
月
ǣ
ろ
実
施
さ
れ

る
と
の
見
方
が
有
力
視

さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
か
ら
の
⠡
出

８
カ
月
連
続
で
成
⫧

　

商
業
省
⛿
ᆂ
政
策
༦

ᨪ
ૅ
の
ピ
ム
チ
ャ
ɖ
ッ

ク
ૅ
⫧
に
よ
れ
ǿ
、
�0

月
の
タ
イ
か
ら
の
⠡
出

は
主
要
市
場
で
の
⯎
要

拡
大
に
Β
い
２
０
１
ҽ

ḗ
オ
に
⣕
し
、
前
年
同

月
を
��
・
１
⾴
上
回
っ

た
。
こ
れ
で
８
カ
月
連

続
の
成
⫧
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
今
年
１
タ
�0

月
期
の
⠡
出
は
１
⿈
５

５
ҽ
ḗ
オ
に
の
ȋ
り
、

前
年
同
期
を
⿈
・
⿆
⾴

上
回
っ
た
。

東
部
経
済
回
廊

෬
Ԅ
適
᧸
期
間
を
ೄ
⫧

　

タ
イ
投
資
委
員
会

（
⿑


）
は

��

月
2�

日
に
プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相

を
⚑
⫧
と
し
て
⫳
い
た

会
合
で
、
東
部
経
済
回

廊
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
の
特



״
Ɇ
ー
ン
に
投
資
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

に
つ
い
て
෬
Ԅ
適
᧸
期

間
を
２
年
間
ೄ
⫧
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

　

な
お
、
特


״
Ɇ
ー

ン
は
、
ウ
タ
パ
Ȳ
᳧
ᚯ

の
航
᳧
Ϯ
⢳
Ɇ
ー
ン
、

東
部
経
済
回
廊
イ
ɖ

ɡ
ー
シ
ゟ
ン
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ

⿸
）、
東
部
経
済
回
廊

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ

イ
ラ
ン
ド
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
⿓
）

を
࿀
す
。

タ
イ
南
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

５
０
０
０
ҽ
ɘ
ー
ツ
を
投
入

　

タ
イ
政
府
は
��
月
2�

日
、
タ
イ
南
部
ソ
ン
ク

ラ
県
で
⫳
催
し
た
閣
⚑

で
２
０
１
⿈
タ
２
０
２

⿂
年
に
か
け
て
南
部
��

県
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
総
ⲥ
５
０
０
０
ҽ

ɘ
ー
ツ
を
投
入
す
る
╹

ᨋ
を
ཀྵ
認
す
る
と
と
も

に
、
国
家
経
済
社
会
⫳


委
員
会
（

Ｅ
Ｓ
⿓

⿑
）
と
⣌
⠡
省
に
対
し
、

同
╹
ᨋ
を
優
先
政
策
と

し
て
実
施
す
る
よ
う
࿀

示
し
た
。

　

ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首
相

（
経
済
担
当
）
の
౺
अ

担
当
に
よ
れ
ǿ
、
こ
の

╹
ᨋ
は
民
間
部
⫨
か
ら

提
ጣ
さ
れ
た
も
の
で
、

政
府
は
こ
れ
を
��
年
か

ら
実
施
さ
れ
る
５
カ
年

⫳

╹
ᨋ
に
組
み
⡛
ȏ

こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　

╹
ᨋ
に
は
、
ソ
ン
ク

ラ
県
の
⅋
動
⟥
ଗ
᧸
⣔

ೈ
設
、
南
部
を
ὓ
ᄺ
す

る
⣔
➇
の
２
⟥
線
か
ら

⿃
⟥
線
へ
の
拡
ౙ
工
事

な
ど
が
܅
ま
れ
る
。

不
ᓺ
に
関
す
る
⇚
ษ

⿃
カ
月
で
⿂
０
０
０
Ͳ

　

プ
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
の

後
ろ
ᭆ

ઇ
ࢀ
で
あ
る

国
家
౪
和
Კ
ಂ
評
⚑
会

（

Ｃ


）
に

よ

れ

ǿ
、
Ｃ


の

ۀ

⃡

ჷ
セ
ン
タ
ー
に
は
⿆
月

��
日
か
ら
��
月
��
日
ま

で
の
⿃
カ
月
間
で
ᖀ
職

な
ど
の
不
ᓺ
に
関
す
る

⇚
ษ
が
⿂
０
１
２
Ͳ


せ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
⇚
ษ
の
う
ち

⿃
⿃
⿆
Ͳ
は
 
֢
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
政

府
ۀ
ᖀ
職
委
員
会
（


⿐
Ｃ
Ｃ
）
に
回
さ
れ
た

と
の
こ
と
だ
。

市
⛩
野
≣
の
⿅
ׂ
ͨ
上

農
⍗
の
ᔞ
留
が
確
認

　

農
⍗
の
ڈ
⭨
性
な
ど

に
関
す
る
ޮ
⋋
活
動
を

ୠ
⫳
し
て
い
る
市
民
ࡐ

Χ
「
タ
イ
ラ
ン
ド
・
ɢ

ス

テ

ィ

サ

イ

ド
・
ア

ラ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
（

⿷
⿰
⿸
―


⿐

）
に
よ
れ
ǿ
、
市

⛩
さ
れ
て
い
る
野
≣
��

Ჷ
に
つ
い
て
Ꮀ
ዶ
し
た

と
こ
ろ
、
��
⾴
か
ら
Ѡ

ಙ
に
影
響
を
ڽ
ȋ
す
ɴ

ɡ
ル
の
農
⍗
の
ᔞ
留
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

　

農
⍗
は
、
ہ
᳜
⦖
を

増
ȓ
し
た
り
、
年
間
を

⢡
じ
て
ہ
᳜
で
き
る
よ

う
に
し
た
り
す
る
た
め

に
π
᧸
。
同
ࡐ
Χ
で
は

「
Ꮀ
ዶ
し
た
す
Ȉ
て
の
野

≣
か
ら
農
⍗
が
Ꮀ
出
さ

れ
た
が
、
全
Χ
の
⿂
分

の
２
、
と

り

わ

け

グ

ɴ
ー
プ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、

パ
パ
イ
ヤ
の
⠡
入
ݨ
と

国
᧳
ݨ
で
の
農
⍗
ᔞ
留

о
が
Ⱎ

に
高
か
っ

た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
す
Ȉ
て
の

野
≣
か
ら
⓹
ᄋ
の
農
⍗

が
Ꮀ
出
さ
れ
て
お
り
、

野
≣
の
生
᧳
者
が
ᄋ
Ჷ

Ⲳ
の
化
学
⍗
ݨ
を
ᚆ
ǫ

た
も
の
を
π
᧸
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る

が
、
こ
れ
も
大
ং
ᕧ
が

か
り
」
と
し
て
い
る
。

官
ߙ
銀
行

低
所
ൡ
者
に
ᠪ



資

　

政
府
⛯
⋧
銀
行
（


Ｓ
⿑
）
は
、
低
所
ൡ
の

⅋
ߙ
業
者
な
ど
を
対
⛅

に
最
初
の
１
年
間
に
⭈

り
ᠪ



資
を
行
う

と
と
も
に
ⲇ
⦘
に
⢡


の
２
タ
⿂
Ч
の

ෲ
を

つ
け
る
こ
と
を
╹
ᨋ
し

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
⛧
ࡓ
問
題

を
ጔ
本
か
ら
╫
決
す
る

と
い
う
ソ
ム
キ
ッ
ト
副

首
相
（
経
済
担
当
）
の
方

⦠
に
基
Ǵ
い
た
も
の
。

⅋
動
⟥
で
の
陸
➇
入
国

⢡
行
ᄦ
൰
ہ
へ
、
⣔
➇
ⓝ
Ѝ
に

　

タ
イ
政
府
は
⅋
動
⟥

を
⣌
転
し
て
タ
イ
に
陸

➇
入
国
す
る
外
国
人
が

増
え
⣔
➇
ⓝ
Ѝ
⛻
の
増

大
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

い
る
た
め
、
ቻ
年

か

ら
⢡
行
ᄦ
を
൰
ہ
す
る

こ
と
を
╹
ᨋ
し
て
い

る
。
⣌
⠡
̰
⢡
政
策
ͽ

ᨋ
ૅ
が
１
年
程
度
で
実

施
ẫ
目
を
策
定
す
る
見

⢡
し
だ
。

　

最
初
は
入
国
時
に
⢡

行
ᄦ
を
൰
ہ
す
る
だ
け

だ
が
、
そ
の
後
、
ᄦ
⦘

Χ
Ṿ
も
൰
ہ
方
法
も
ং

更
さ
れ
る


性
が
あ

る
と
い
う
。
ま
た
、
ଛ

ቻ



に

は


Ｓ
を

π
っ
て
外
国
か
ら
ቻ
た

⟥
の
Ρ
Έ
を
ᓺ
確
に


၂
す
る
こ
と
な
ど
も
Ꮀ

╿
さ
れ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
マ
イ
の
ɣ
テ
ル

Ȱ
ɴ
ɡ
ー
タ
ー
事
故
、

˛
国
人
⟽
҈

　

タ
イ
ل
部
チ
ェ
ン
マ

イ
か
ら
の
अ
⣔
に
よ
れ

ǿ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

タ
ɢ
ー
⫨
近
く
の
ア

ɪ
ー
ラ
・
ɣ
テ
ル
の
１


で
��
月
2�
日
、
Ȱ
ɴ

ɡ
ー
タ
ー
が
ଦ
し
上
昇

し
た
あ
と
、
も
と
の
Ρ

Έ
ま
で
落
下
し
た
こ
と

か
ら
、
Ȱ
ɴ
ɡ
ー
タ
ー

に
˻
っ
て
い
た
˛
国
人

観
光
ૃ
��
人
の
う
ち
５

人
が
⟽
҈
を
⛤
っ
た
。

　

Ȱ
ɴ
ɡ
ー
タ
ー
は
定

員
�0
人
だ
っ
た
が
、
˛

国
人
観
光
ૃ
は
こ
れ
を

ᠪ
視
。
❞
⣏
重
⦖
に
‵

え
ら
れ
ǩ
に
上
昇
し
き

れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

タ
イ
重
大

タ
イ
重
大

ニュ
ー
ス
ュ
ー
ス

　

大
型
内
閣
改
造

10
人
初
入
閣
、９
人
更
迭

東
部
経
済
回
廊

恩
典
適
用
期
間
を
延
長

不
正
に
関
す
る
苦
情

４
カ
月
で
３
０
０
０
件

市
販
野
菜
の
６
割
以
上

農
薬
の
残
留
が
確
認

官
営
銀
行

低
所
得
者
に
無
利
子
融
資

チ
ェ
ン
マ
イ
の
ホ
テ
ル

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故

中
国
人
軽
傷

タ
イ
南
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

５
０
０
０
億
バ
ー
ツ
を
投
入

非
議
員
の
首
相
起
用
阻
止

２
大
政
党
が
協
力
か

時
期
尚
早
と
の
声
も

タ
イ
か
ら
の
輸
出

８
カ
月
連
続
で
成
長

自
動
車
で
の
陸
路
入
国

通
行
料
徴
収
へ
、道
路
補
修
に



【
第
5
面
に
続
く
】

　

「
メ
ッ
キ
で
ˌ
ᨕ
を

չ
り
ྠ
く
」
を
ɛ
ジ
ゟ

ン
と
す
る
ɚ
キ
フ
ネ

（
東
̸
⤹
⊧
ⳤ
ٚ
）
は

⿃
年
前
に
タ
イ
⢳
出
。

ᥰ
ࢀ
、
ア
マ
タ
ナ
コ
ン

工
業
ࡐ
地
に
工
場
を
ᐦ

え
る
。
業
績
は
好
調
で

あ
る
が
ۄ

先
業
Ჷ
拡

大
を
ᣲ
い
出
ୠ
し
た
。

　

日
本
で
��
年
の
メ
ッ

キ
加
工
の
歴
۠
を
持
つ

同
社
は
、
̨
⧪
ダ
イ
カ

ス
ト
ả
材
へ
の
メ
ッ
キ

ݨ
✤
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
る
Ȋ
か
、
ং
⦖
多

ݨ
Ჷ
へ
の
対
応
も



。
⓯
造
メ
ー
カ
ー
に

対
し
ⓓ
ⳤ
メ
ッ
キ
、
ᑿ


メ
ッ
キ
な
ど
多
Ჷ
多

様
の
提
ጣ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
タ
イ
で
は

カ
メ
ラ
部
ݨ
、
⅋
動
⟥

キ
ー
部
ݨ
な
ど
を
日

Ṿ
、
外
資
ͽ
業
か
ら
ⲇ

か
り
メ
ッ
キ
後
、
顧
ૃ

に
༻
し
て
い
る
。
同
社

ߙ
業
部
ߙ
業
課
の
∕
̡

⮣
ⴴ
氏
は
「
ロ
ー
カ
ル

ͽ
業
も
⫳
ྠ
し
て
い
き

た
い
」
と
◊
す
。

　

東
̸
⤹
˛
ତ
ͽ
業
振

⅟
Ӹ
社
が
今
回
支
援
し

た
20
社
は
日
本
か
ら
の

ڹ
加
が
��
社
、
ࢀ
タ
イ

日
Ṿ
ͽ
業
が
５
社
と
な

る
。
日
本
か
ら
出
ୠ
し

た
ͽ
業
の
多
く
は
タ
イ

で
の
代
ᥴ
ಅ
ဗ
し
も
目


と
し
て
い
た
が
、
Ӹ

社
で
は


動
ᨋ
、
⇠

◭
・
タ

イ

◭

の

ポ

ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
制
作
な

ど
の
ཆ
ڣ
い
支
援
で
ͽ

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

今
年
８
月
、
東
̸
⤹

˛
ତ
ͽ
業
振
⅟
Ӹ
社
ᥴ

事
⫧
に
就
任
し
た
ᱨ
ᨀ

↝
行
氏
は
今
回
の
メ
タ

ɴ
ッ
ク
ス
に
合
わ
せ
視


の
た
め
タ
イ
を
▗

問
。
日
タ
イ
政
府
ᑿ
関

関
ϭ
者
ら
と

☐
を
重

ね
た
。

　

ᱨ
ᨀ
氏
は
日
本
の
˛

ତ
ͽ
業
（
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
の

ᘬ
外
⢳
出
意
ᓕ
は
い
ま

だ
に
高
い
と
࿀
ၳ
す

る
。
日
本
の
国
内
市
場

が
џ

す
る
な
か
、
高

い
技
術
力
を
持
つ
ͽ
業

が
ᘬ
外
へ
の
⛩
➇
拡
大

に
強
い
関
ൺ
を
ྂ
い
て

い
る
と
い
う
。
ま
た
、

大
ཆ
に
⢈
⭶
し
多
く
の

Ｓ
Ｍ
Ｅ
が
ᘬ
外
に
⢳
出

す
る
な
か
、
そ
の
成
ע

ό
を
み
て
ᘬ
外
ୠ
⫳
を


え
る
Ｓ
Ｍ
Ｅ
経
ߙ
者

も
ଦ
な
く
な
い
よ
う

だ
。
特
に
事
業
を
行
う

う
え
で
の
⭿
્
が
ଦ
な

く
、
日
本
の
ᄙ
化
・
商

‒
ຢ
を
知
る
╕
日
ᘐ
が

増
え
て
い
る
タ
イ
は
日

本
ͽ
業
の
ᘬ
外
⢳
出
先

と
し
て
人
ᕧ
が
高
い
。

　

日
本
国
内
で
は
「
Ṿ

։
」
の
ை
फ़
が
⢳
Ȣ
で

お
り
、
Ṿ
։
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
に
よ
る
受
ᗨ
が
ឆ
᚛

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
Ὀ
り
が
લ
全
に
ᘲ
え

た
わ
け
で
は
な
い
。
一

方
、
ᘬ
外
で
は
よ
り
⅋

ᨁ
な
ୠ
⫳
が


と
な

る
た
め
、
こ
の
点
も
高

い
技
術
力
を
持
つ
ͽ
業

に
と
り
ᘬ
外
⢳
出
の
大

き
な
ⷴ
力
に
な
る
と
ᱨ

ᨀ
ᥴ
事
⫧
は
◊
す
。

　

さ
ら
に
、
地
の

の

あ
る
タ
イ
か
ら
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
ɡ
ト

ナ
ム
な
ど
近
⮆
国
の
市

場
も
ᣲ
う
こ
と
が
で
き

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

サ
ポ
ー
ト
Ȳ
フ
ィ
ス
が

⫳
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
⯎
要

ۄ
り
⡛
み
な
ど
ࢀ
タ
イ

日
Ṿ
ͽ
業
の
国
ऴ
を
❟

え
た
ɓ
ー
ɂ
に
応
え
る

こ
と
も


と
な
っ

た
。

　

ͽ
業
の
᳁
ǟ
力
を


き
上
げ
る
ɛ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
は
東
̸
⤹

˛
ତ
ͽ
業
振
⅟
Ӹ
社
の

最
重
要
任
務
。
ᥰ
ࢀ
、

日
本
で
は
⓯
造
業
だ
け

で
な
く
、
Ⳓ
材
関
連
ͽ

業
の
タ
イ
⢳
出
意
ᓕ
が

急
伸
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
日
本

国
内
で
の
支
援
が
多

か
っ
た
Ⳓ
材
分
野
に
つ

い
て
も
、
タ
イ
政
府
が

力
を
入
れ
る
Ⳓ
材
᧳
業

ク
ラ
ス
タ
ー
「
フ
ー
ド

イ
ɖ
ポ
リ
ス
」
と
の
連

ၩ
を
Ꮀ
╿
す
る
な
ど
⢳

出
ͽ
業
を
後
押
し
し
て

い
く

え
だ
。

　

な
お
、
東
̸
⤹
˛
ତ

ͽ
業
振
⅟
Ӹ
社
で
は
東

̸
⤹
に
本
社
を
Έ
く
ͽ

業
だ
け
で
な
く
、
ߙ
業

ྭ
点
が
東
̸
⤹
内
に
あ

る
な
ど
、
東
̸
⤹
と
ယ

点
の
あ
る
ͽ
業
も
支
援

し
て
お
り
、
こ
の
方
⦠

は
今
後
も
継
続
す
る
と

い
う
。「
そ
れ
が
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
ϭ
を
᷂

く
こ
と
に
も
な
る
」
と

ᱨ
ᨀ
ᥴ
事
⫧
は
力
を
⡛

め
る
。

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
ブ
ー
ス
出
展
企
業
に
聞
く

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社　
過
去
最
大
の
出
展
支
援

メ
タ
レ
ッ
ク
ス
２
０
１
７

　

東
南
ア
ジ
ア
最
大
と
な
る
工
作
ᑿ
፦
・
工
ԃ
・

⦘
ୡ
加
工
の
国
際
見
本
市
「
メ
タ
ɴ
ッ
ク
ス
（
Ｍ

Ｅ

⿐

Ｅ

）
２
０
１
⿆
」
が
��
月
22
日
か

ら
2�
日
ま
で
ɘ
ン
コ
ク
国
際
⛿
ᆂ
ୠ
示
場
（
⿑



Ｅ
Ｃ
）
で
⫳
催
さ
れ
、
⿈
ʽ
人
を
❞
え
る

ቻ
場
者
を
⮥
め
た
。
��
年
�2
月
に
タ
イ
事
務
所
、

そ
し
て
今
年
⿅
月
��
日
に
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
⫳
設
し
た
Ӹ
ᬖ
財
ࡐ
法
人
・

東
̸
⤹
˛
ତ
ͽ
業
振
⅟
Ӹ
社
は
今
回
、
⣏
去
最

大
と
な
る
20
社
の
出
ୠ
を
支
援
。
۬
ͽ
業
の
高

͛
加
価
о
化
技
術
が
会
場
で
ઇ
ࢀ
感
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
У
አ
ῲ
͈
▉
者
）

ヒキフネ

日
本
企
業
の
高
付
加
価
値
化
技
術
が
存
在
感

「日本のＳＭＥの海外進出意欲はいまだ高い」とする福田理事長



　

˛
国
で
２
０
０
⿂
年

ׅ
業
し
、
�2
年
に
は
日

本
に
一
般
社
ࡐ
法
人
・

生
᧳
、
物
流
ᥰ
場
カ
イ

Ʉ
ン
ᮾ
᳣
会
（
東
̸
⤹

ᚌ
៙
市
）
を
設
立
。
そ

の
後
、
��
年
に
タ
イ
で

立
ち
上
げ
た
ᥰ
地
法
人

⿐
―
Ｓ


（


⿐



⿐

⿓
）
は
今
回
、

生
᧳
ᥰ
場
の
Ⱉ
⯍
対
策

の
た
め
Ⱉ
⯍
ᕧ
チ
ェ
ッ

ク
・
入
ૅ
制
൧
シ
ス
テ

ム
を
Ẵ
͒
し
た
。

　

ɚ
ト
は

に
Ⱉ
⯍
ᕧ

を
ే
び
て
い
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
╮
れ
る
と
Ṑ


ᑿ
器
を
फ़
し
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
顧
ૃ

か
ら
൵
底
し
た
Ⱉ
⯍
対

策
を
求
め
ら
れ
る
プ
リ

ン
ト
基
ኑ
の
実
ⓓ
な
ど

を
行
う
ͽ
業
で
は
、
ే

⯍
し
た
作
業
員
が
生
᧳

ᥰ
場
に
入
ૅ
す
る
こ
と

を
⬸
ᓹ
し
な
け
れ
ǿ
な

ら
ǩ
、
入
ૅ
前
に
Ⱉ
⯍

ᕧ
Ꮀ
ዶ
ⓓ
Έ
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
ർ
要
と

な
る
。

　

た
だ
、⿐
―
Ｓ



（


⿐


⿐

⿓
）

の
⫨

ࢁ
社
⫧
に
よ
れ

ǿ
、
タ
イ
で
は
Ⱉ
⯍
ᕧ

チ
ェ
ッ
ク
が
ർ
要
と
さ

れ
る
ͽ
業
で
も
Ꮀ
ዶ
ⓓ

Έ
を
設
Έ
し
て
い
る
ͽ

業
は
⿅
ׂ
程
度
。
さ
ら

に
、
⅋
動
⟥
関
連
メ
ー

カ
ー
な
ど
は
Ꮀ
ዶ
୨
歴

デ
ー
タ
の
提
出
を
求
め

て

く

る

が
、
こ

れ

ら

デ
ー
タ
を
Є
ઇ
で
き
な

い
タ
イ
プ
の
Ꮀ
ዶ
ⓓ
Έ

も
タ
イ
に
は
ଦ
な
く
な

い
と
い
う
。

　

同
社
の
Ꮀ
ዶ
ⓓ
Έ

は
、
୨
歴
デ
ー
タ
を
Є

ઇ
で
き
、
ᶩ
ᥴ
者
は


Ｃ
ᨋ
面
で

時
⬌
╒
が



。
さ
ら
に
ᔀ
行
者

᧸
Ⱥ
ー
ト
と
連
動
し
て

い
る
た
め
、
Ꮀ
ዶ
結
እ

が


で
あ
る
場
合
に

は
⢡
⣏
で
き
な
い
。

　

プ
ɴ
ス
成
ബ
加
工
な

ど
Ⱉ
⯍
ᕧ
Ꮀ
ዶ
が
不
要

な
業
Ჷ
も
あ
る
が
、
一

般
に
タ
イ
の

Ⱉ
⯍
ᕧ
対
策

は
⣆
れ
て
お

り
、
今

回
、

タ
イ
の
大
ͽ

業
グ
ル
ー
プ

も
同
社
シ
ス

テ
ム
に
関
ൺ

を
示
し
た
と

い
う
。

Ａ
―
Ｓ
Ｏ
Ｌ（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）

　

ࡿ
力
╹
・
流
⦖
╹
の

ଗ
⫨
メ
ー
カ
ー
・
コ
ス

ɪ
╹
器
（
東
̸
⤹
ӷ
王


市
）
は
Ȱ
ア
ー
リ
ー

ク
テ
ス
タ
ー
（
᳧
ᕧ
ᜰ

れ
の
試
験
）
を
出
ݨ
し

た
。
こ
れ
は
⅋
動
⟥
ȓ

Ȳ
ー
ト
ɘ
イ
の
Ȱ
ン
ジ

ン
回
り
で
ᕮ
ȓ
ᖿ
の
⢡

る
経
➇
な
ど
組
立
不
↝

に
よ
り
᳧
ᕧ
ᜰ
れ
の
ී

れ
が
あ
る
部
Ρ
を
調
Ȉ

る
際
に
π
᧸
。
ᑆ
に
い

れ
る
᳧
ᕧ
ᜰ

れ
Ꮀ
ዶ
は
ͨ

前
か
ら
あ
っ

た
が
、
ᕮ
に

ǻ
れ
る
こ
と

で
⨿
び
ᆂ
く

な
る
と
い
う

大
き
な
ᓍ
点

が

あ

っ

た
。

　

同
社
の
Ȱ
ア
リ
ー
ク

テ
ス
タ
は
Ꮀ
ዶ
す
る
ɪ

ɖ
と
ᜰ
れ
の
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
ɪ

ɖ
に
同
じ
᳧
ᕧ
ࡿ
を
か

け
、
そ
の
後
、
ఞ
ࡿ
セ

ン
サ
ー
で
ᜰ
れ
の
有
ᠪ

を
確
認
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
ဖ
᧸
し
て
い

る
。
　

　

た
だ
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
ᑿ
器
は
͙
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
⛩
ॹ
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
高
ቆ

٣
ᲆ
ߙ
業
本
部
本
部
⫧

が
͙
社
⓯
ݨ
と
の
ఞ


化
と
し
て
強
調
す
る
の

が
、
テ
ス
タ
ー
の
回
➇

部
ݨ
が
す
Ȉ
て
⅋
社
⓯

ݨ
で
あ
る
点
だ
。
ᓺ
確

な
Ꮀ
ዶ
の
た
め
に
は
回

➇
内
の
全
ɘ
ɞ
ル
が
⫳

い
て
い
る
こ
と
が
ở
対

ቷ
Ͳ
と
な
る
。
一
般
に

ఞ
ࡿ
セ
ン
サ
ー
が
ᑿ


し
な
く
な
る
ȹ
ー
ス

は
、
出
力
⣏
多
も
し
く

は
ᠪ
出
力
で
、
後
者
は

特
に
チ
ェ
ッ
ク
が
難
し

い
。
そ
こ
で
同
社
⓯
ݨ

は
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
ᑿ


を
強
化
。
１
回
１
回

す
Ȉ
て
事
前
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。

　

今
回
の
ɞ
ー
ス
に
は

ロ
ー
カ
ル
ͽ
業
の
Ȋ

か
、
日
Ṿ
ͽ
業
、
イ
ン

ド
Ṿ
ͽ
業
な
ど
内
外
の

ͽ
業
が
▗
れ
る
な
ど
関

ൺ
を

い
て
い
た
。

　
　

　
　

【
第
６
面
に
続
く
】

　

最
ᄽ
ᑿ
器
と
作
業
工

ԃ
で
ɪ
ɖ
作
り
を
サ

ポ

ー

ト

す

る
「
シ

ー

フ
ォ
ー
ス
」（
東
̸
⤹

۞
東
ٚ
）
は
⅋
社
⓯
造
、

ᘬ
外
か
ら
の
⠡
入
と
ౙ

౺
い
事
業
ୠ
⫳
を
行

う
。
۞
東
ٚ
は
ኑ
⦘
業

の
ᬣ
Ȣ
な
ٚ
で
あ
る

が
、
同
社
も
前
⟘
は
１

⿈
⿂
０
年
か
ら
続
く
工

ԃ
⛩
ॹ
ಅ
で
あ
り
、
ᠪ

い

物

は
「
作

る
」、
↝

い
物
は
「
仕
入
れ
る
」

を
ス
ロ
ー
ȴ
ン
と
し
て

⅋
社
⓯
ݨ
と
ˌ
ᨕ
��
カ

国
か
ら
の
ᬼ
⠡
入
⓯
ݨ

を
ཟ
う
。
上
野
に
は
２

ʽ
点
を
❞
え
る
工
ԃ
の

⛩
ॹ
ಅ
Ⅾ
も
ᐦ
え
て
お

り
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
で

の
商
材
✱
入
も



だ
。

　

同
社
で
は
⠡
入
⓯
ݨ

よ
り
安
く
⓯
造
で
き
、

ク
Ȳ
リ
テ
ィ
ー
が
確
Є

で
き
る
と

ᄺ
し
た
場

合
、
⅋
社
⓯
作
を
Ꮀ
╿

す
る
。
そ
の
多
く
は
、

ɓ
ッ
チ
な
が
ら
⅋
動

⟥
、
家
⯍
業
ᨕ
で
は
ർ

Ɀ
と
な
る
⦘
ୡ
加
工
の

た
め
の
Ṑ

工
ԃ
だ
。

　

今
回
、
タ
イ
で
Ẵ
͒

し
た
の
は
⦘
ࢪ
の
ᛨ
を

ᰓ
く
工
ԃ
。
⦘
ࢪ
⓯
作

で
は
ཆ
作
業
に
よ
る
加

工
工
程
が
ർ
要
と
な
る

が
、
こ
の
時
に
π
᧸
さ

れ
る
も
の
だ
。
設
╹
か

ら
⓯
作
ま
で
同
社
が
一

⛫
し
て
行
う
。
工
ԃ
の

部
材
は
す
Ȉ
て
日
本
⓯

を
π
᧸
す
る
。

　

同
社
ᘬ
外
事
業
部
の

ᡓ

ᨀ

Ѝ

司

マ

ネ

ー

ジ
ャ
ー
は
、
⓯
ݨ
の
Ẵ

͒
と
と
も
に
タ
イ
の
⛩

ॹ
代
ᥴ
ಅ
ဗ
し
が
目


と
出
ୠ
ᥴ
ᨁ
を
説
明
す

る
。
た
だ

ڀ
য
ẇ
と

す
る
か
、
⓹
ᄋ
の
代
ᥴ

ಅ
に
す
る
か
は
ᥰ
ࢀ
Ꮀ

╿
˛
と
い
う
。
す
で
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
は
Ẑ
ݨ
し

て
い
る
が
、
タ
イ

は
こ
れ
か
ら
。
た

だ
、
タ

イ

の

ロ

ȹ
ー
シ
ゟ
ン
は
物

流
ྭ
点
と
し
て
ᥴ

想

で
あ
る
と
し

て
ᘬ
外
重
要
市
場

に
ひ
と
つ
に
Ρ
Έ

͛
け
る
。

シ
ー
フ
ォ
ー
ス

コ
ス
モ
計
器



　

１
⿈
⿅
⿂
年
ׅ
業
の

メ
ッ
キ
加
工
の
シ
ル

ɡ
ッ
ク
（

᤻
県
ӷ


市
）
は
２
０
１
１
年
、

タ
イ
の
ア
マ
タ
ナ
コ
ン

工
業
ࡐ
地
に

会
社
タ

イ
シ
ル
ɡ
ッ
ク
を
設

立
。
⅋
動
⟥
・
Ȳ
ー
ト

ɘ
イ
・
カ
メ
ラ
・
Ṑ


ᑿ
器
な
ど
の
部
ݨ
の
⒙

面
処
ᥴ
加
工
を
行
っ
て

い
る
。

　

同
社
の
事
業
の
⿂
本

ዱ
と
な
る
の
が
、
メ
ッ

キ
・
化
成
処
ᥴ
・
ア
ル

マ
イ
ト
。
同
社
の
ᄠ
⍪

ᇉ
˳
社
⫧
Ԉ
Ｃ
Ｅ

が

͙
社
と
の
ఞ

化
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
挙
げ
る
の

が
、
ア
ル
ミ
ɓ
ウ
ム
の

⒙
面
処
ᥴ
を
ൡ
意
と
す

る
点
だ
。

　

タ
イ
の
メ
ッ
キ
市
場

で
は
⧘
の
さ
び
ᓹ
め
が

最
大
ɓ
ー
ɂ
と
な
る

が
、
同
社
は
こ
の
分
野

に
は
ཆ
を
出
さ
な
い
。

い
ま
ま
で
タ
イ
に
な

か
っ
た
サ
ー
ɛ
ス
を
提

Ϝ
す
る
た
め
、
あ
え
て

ɓ
ッ
チ
分
野
で
あ
る
ア

ル
ミ
の
⒙
面
処
ᥴ
を
前

面
に
出
す
こ
と
に
し

た
。
そ
の
た
め
顧
ૃ
か

ら
は
「
今
ま
で
日
本
か

ら
✱
入
し
て
い
た
が
、

タ
イ
ᥰ
地
調
⣕
に
չ
り

替
え
が
で
き
る
」
と
歓

迎
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

こ
の
Ȋ
か
、
多
く
の

成
ബ
加
工
メ
ー
カ
ー
と

ۄ

の
あ
る
点
を
活
か

し
、
商
ݨ
の
提
ጣ
も
行

う
。
顧
ૃ
か
ら
の
「
こ

の
よ
う
な
ബ
ᣞ
で
、
こ

の
よ
う
な
⒙
面
処
ᥴ
を

し
た
部
ݨ
は
な
い
か
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
に

応
え
、
˛
国
ȓ
タ
イ
国

内
で
商
ݨ
を
調
⣕
し
て

Ẑ
ݨ
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
⦘
ୡ
を

加
工
す
る
場
合
、
日
本

で
は
⢡

、
部
ݨ
を
ⲇ

か
り
加
工
し
た
後
༻
す

パ
タ
ー
ン
が
一
般


だ
。
た
だ
、
タ
イ
で
は

⓯
造
メ
ー
カ
ー
に

ᗨ

し
✱
入
し
た
ɪ
ɖ
を
加

工
後
、
そ
の
顧
ૃ
に
ॹ

ڋ
す
る
ബ
ຎ
も
ଦ
な
く

な
い
。
顧
ૃ
に
と
り
後

者
は
、
不
↝
ݨ
リ
ス
ク

が
な
く
な
る
Ȋ
か
ॹ
上

を
╹
上
で
き
る
な
ど
の


点
が
あ
る
が
、
ど
ち

ら
に
す
る
か
を
決
め
る

の
は
顧
ૃ
ѩ
と
い
う
。

⢡

、
顧
ૃ
が
両
方
の

ȹ
ー
ス
で
の
見
᳒
も
り

を
求
め
、
そ
の
後
、
決

ᄺ
す
る
こ
と
に
な
る
よ

う
だ
。

　

ᥰ
ࢀ
の
ۄ

先
上
Ρ

５

社

は

日

Ṿ

⿂

社
、

ロ
ー
カ
ル
２
社
。
タ
イ

市
場
に
は
今
後
も
ᗨ
力

し
て
い
く

え
だ
。
タ

イ
の
見
本
市
に
は
こ
れ

ま
で
も
ڹ
加
し
て
い
る

が
、
メ
タ
ɴ
ッ
ク
ス
で

東
̸
⤹
˛
ତ
ͽ
業
振
⅟

Ӹ
社
の
ɞ
ー
ス
に
出
ୠ

す
る
の
は
今
回
が
初
と

な
る
。

　

⇹
ࣉ
県
か
ら
は
昨
年

に
続
き
５
社
が
出
ୠ
。

う
ち
⿂
社
は
連
続
出
ୠ

と
な
っ
た
。
同
県
は
県

᧳
農
᧳
物
を
タ
イ
に
᳒

Ꮹ

に
⠡
出
し
て
い
る

が
、
Ⳓ
材
Ṿ
見
本
市
は

シ
ン
ȴ
ポ
ー
ル
と
ɡ
ト

ナ
ム
が
˛
ൺ
。
タ
イ
で

は
˛
国
と
も
に
工
業
Ṿ

見
本
市
の
ڹ
加
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

⇹
ࣉ
県
で
は
ٛ
᪭
ᑿ

器
᧳
業
の
ᘬ
外
⢳
出
意

ᓕ
が
高
く
、
タ
イ
よ
り

ɡ
ト
ナ
ム
に
関
ൺ
を
ྂ

い
て
い
る
ͽ
業
が
多
い

よ
う
だ
が
、
⇹
ࣉ
県
˛

ତ
ͽ
業
振
⅟
Ӹ
社
ᘬ
外

支
援
ษ
अ
課
の
ତ
አ
一

ര
主
任
に
よ
れ
ǿ
、
タ

イ
は
⿐
Ｓ
Ｅ
⿐

の
ɪ

ɖ
Ǵ
く
り
ハ
ɞ
で
あ
る

た
め
継
続
し
て
ᗨ
目
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

　

今
回
の
出
ୠ
し
た
の

は
、
制
൧
基
ኑ
の
⯍
線

の
Ⓚ
ℋ
ɛ
ɓ
ー
ル
を
外

す
ᑿ
፦
、
工
業
᧸
ɘ
リ

と
り
ɞ
ラ
シ
、
⦘
ୡ
⒙

面
処
ᥴ
、
航
᳧
部
ݨ
な

ど
の
Ṑ

部
ݨ
の
Ⱎ
ᯊ

फ़
Ꮀ
ዶ
に
π
᧸

す
る
⍗
ݨ
、
⦘

ࢪ
お
よ
び
Ṑ


ɘ
イ
ス
を
ཟ
う

ͽ
業
。
な
か
で

も
ɘ
リ
と
り
ɞ

ラ
シ
は
高
ݨ
✤

で
‵
˳
性
に
優

れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
⓹
ᄋ

の
国
の
ͽ
業
関

ϭ
者
が
関
ൺ
を

示
し
た
と
い
う
。

【
第
７
面
に
続
く
】

２２年連年連続５社が出展社が出展２年連続５社が出展茨城県

　

ᖽ
政
工
業
（
東
̸
⤹

⊧
ⳤ
ٚ
）
は
↝
ݨ
と
不

↝
ݨ
を
振
り
分
け
る
⅋

動
Ꮀ
ዶ
ⓓ
Έ
を
Ẵ
͒
し

た
。

　

⅋
動
⟥
・
時
╹
・
ٛ

᪭
ᑿ
器
な
ど
の
Ṑ

部

ݨ
の
Ꮀ
ዶ
に
π
᧸
さ
れ

る
が
、
同
社
⓯
ݨ
は
顧

ૃ
ͽ
業
の
ɓ
ー
ɂ
に

あ
っ
た
ⓓ
Έ
を
Ȳ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
で
設
╹
・

⓯
作
す
る
点
が
ॹ
り
で

あ
り
、
ᕸ
᧸
ᑿ
器
と
は

一
線
ᨋ
す
。

　

タ
イ
に
ま
だ
工
場
は

な
い
が
、
日
本
で
Ẑ
ݨ

し
た
ᑿ
器
が
タ
イ
に
⢌

ら
れ
る
ȹ
ー
ス
は
あ

り
、
タ
イ
で
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
ᘬ
外
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
が
代
行
し
て

い
る
。

　

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
ർ

要
な
ͽ
業
の
ɓ
ー
ɂ
に

も
ⅉ
ᑿ
応
ং
に
対
応
。

ͽ
業
の
予
ᶟ
に
あ
わ
せ

て
、
一
部
ᑿ

の
⅋
動

化
を
い
っ
た
Ȣ
見
合
わ

せ
る
な
ど
の
提
ጣ
を
し

な
が
ら
、
ス
ɢ
ッ
ク
を

決
め
て
い
く
。
ͽ
業
の


ԃ
合
を

ອ
し
た
上

で
、
よ
り
ତ
ࢪ
で
よ
り

高
性

に
な
る
よ
う
設

╹
・
⓯
作
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
ᄋ

回
、
タ
イ
で
の
見
本
市

に
出
ୠ
し
て
い
る
が
、

Ꮀ
ዶ
ⓓ
Έ
ଣ
入
に
関
ൺ

を
示
す
タ
イ
の
ロ
ー
カ

ル
ͽ
業
が
増
え
て
き
た

と
い
う
。
な
お
、
タ
イ

の
Ȋ
か
に
は
ɡ
ト
ナ
ム

で
の
商
☐
会
に
も
ڹ
加

し
て
い
る
。

タイシルベック

河政工業



　

��
月
2�
日
の
ド
ル

ɘ
ー
ツ
は
�2
・
�0
۞
前

半
で
ۄ

を
⫳

し

た
。
日
ḗ
が
Έ
日
で
⌻

商
い
の
˛
、
�2
・
�0
を

࿈
Ȣ
で
ဴ
み
合
い
。
マ

ɴ
ー
シ
ア
リ
ン
ȶ
ッ
ト

ȓ
ⱦ
国
ウ
ォ
ン
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
ɢ
ソ
ᵱ
が
↝
好

な
⿂


⿓

の
結
እ

を
背
景
に
底
࣫
く
ဝ
Ს

し

た

こ

と

に

連

れ
、

ɘ
ー
ツ
も
底
࣫
い
ୠ

⫳
、
⢲



に

か

け

て

�2
・
�0
۞
半
ǿ
ま
で
下

落
し
た
。

　

⢲
明
け
ͨ
降
も
ɘ
ー

ツ

高

が

継

続
、
ド

ル

ɘ
ー
ツ
は
2�
日
に
�2
・

�0
۞
後
半
ま
で
下
落
。

パ
ウ
Ȱ
ル
次
期
⿕

⿑

⚑
⫧
の
࿀
名
ཀྵ
認
Ӹ


会
が
行
わ
れ
る
も
、
ᥰ

ᣞ
の
⦘

政
策
か
ら
大

き
く
➇
線
ং
更
が
行
わ

れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
ۀ

応

は

⭈

定



だ
っ
た
。
ḗ
上
⭐
予
ᶟ

委
員
会
で
Ჩ
制
改
Ⱙ
法

ጣ
が

決
さ
れ
た
こ
と

が
Ό
わ
る
と
ド
ル
ɘ
ー

ツ
は
�2
・
�0
近
⡙
ま
で

ତ
ౙ
に
о
を
༻
し
た
。

　

し
か
し
2�
日
に
は
ᘬ

外
投
資
家
か
ら
の
資
⦘

流
入
ȓ
月

を
控
え
た

⠡
出
ͽ
業
に
よ
る
ɘ
ー

ツ
買
い
フ
ロ
ー
を
背
景

に
⢲
安
о
と
な
る
�2
・

�0
近
⡙
ま
で
下
落
。
そ

の
後
は
ᘬ
外
時
間
に
入

り
イ
Ȱ
ɴ
ン
⿕

⿑
⚑

⫧
の
タ
カ
ᘐ
な
⚑
会
▩

╵
ȓ
ḗ
ᵥ
⿂
ࡈ
半
期


⿓
（
２

次

速

अ
）
の

↝
好
な
結
እ
を
背
景
に

ド
ル
ɘ
ー
ツ
は
⇙
౩
о

を
༻
し
た
。

　

�0
日
に
は
、
�0
月
⓯

造
業
生
᧳
࿀
ᄋ
が
市
場

予

想
（
前

年

ᕉ

⿂
・

20
⾴
）
を
大
き
く
下
回

る
前
年
ᕉ
０
・
��
⾴
と

な
っ
た
こ
と
で
ɘ
ー
ツ

ॹ
り
が
優
ء
と
な
り

�2
・
�0
۞
後
半
ま
で
上

昇
す
る
も
上
о
は
⭈
定


で
�2
・
�0
۞
前
半
ま

で
༻
し
て
い
る
。

ド
ル
バ
ー
ツ
は
上
値
の

重
い
展
開
が
継
続
か

　

今
月
は
⿂


⿓


の

⒙
が
相
次
い
で
い

る
。
タ
イ
に
⭈
ら
ǩ
東

南
ア
ジ
ア
♁
国
で
は
総

じ
て
予
想
ᕉ
強
い
結
እ

が
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り
、
ア
ジ
ア
⢡
⛨
は
全

般

に
底
࣫
い
ୠ
⫳
と

な

っ

て

い

る
。
ド

ル

ɘ
ー
ツ
は
一
時
２
年
半

ȅ
り
の
安
о
と
な
る

�2
・
�0
近
⡙
ま
で
ɘ
ー

ツ
高
が
⢳
行
。
タ
イ
˛

銀
は
�0
日
、
ɘ
ー
ツ
高

は
ܦ
⡙
国
の
⢡
⛨
と
同

様
の
動
き
で
あ
る
と
し

な
が
ら
も
ɘ
ー
ツ
高
⢳

行
の
ɢ
ー
ス
を
Ἧ
め
る

た
め
͒
入
を
行
っ
た
と


⒙
し
た
。
し
か
し
˛

銀
か
ら
の
͒
入
実
施
コ

メ
ン
ト
へ
の
ۀ
応
は
一

時

に
と
ど
ま
り
、


き
続
き
タ
イ
経
済
の
明

る
い
先
行
き
見
⢡
し
を

背
景
に
ɘ
ー
ツ
高
地
合

が
継
続
し
そ
う
で
あ

る
。

　

ቻ
月
に
は
⿕

⿑
に

よ
る

上
げ
、
ḗ
Ჩ
制

改
Ⱙ
法
ጣ
の
行
方
ᵱ
の

材
ᄦ
も
あ
る
も
の
の
、

い
ǩ
れ
も
す
で
に
ᘲ
化

さ
れ
た
内

と
も

え

ら
れ
、
ド
ル
高
ɘ
ー
ツ

安
方
۹
の
材
ᄦ
と
し
て

は
ȓ
ȓ

い
か
。

　

ま
た
、
本
日
は
ⱦ
国

˛
銀
が
⿅
年
ȅ
り
の


上
げ
（
政
策
⦘

を
2�

D
R

き
上
げ
、
１
・

�0
⾴
に
）
を

⒙
し
、

ア
ジ
ア
地
域
で
い
ち
早

く
⦘

ᓺ

化
に
➕
み

չ
っ
た
。
⢡
⛨
高
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ǩ
⠡
出

が
࣫
調
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
は
タ
イ
と
ⱦ
国

で
ӽ
⢡
し
て
お
り
、
タ

イ
˛
銀
の
ਖ
ء
に
も
ᗨ

目
が
⮥
ま
る
。

（
��
月
�0
日
٨
後
⿆
時
20
分
）

�

井上　由貴

ド
ル
バ
ー
ツ
は
続
落
、

2
年
半
ぶ
り
の
安
値
を
更
新

　

メ
タ
ɴ
ッ
ク
ス
２
０
１
⿆

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
ひ
と
つ
が

⿐
Ｓ
Ｅ
⿐

初
と
な
る
લ
成

⟥
ၡ
⢌
᧸
ఘ
大
ロ
ɤ
ッ
ト
の

ୠ

示

だ
。⿕
⿐


Ｃ
社

⓯

の
ロ
ɤ
ッ
ト
は
ࢦ
ᬼ
リ
ー

チ
⿅
・
２
ケ
を
◖
り
、
タ

イ
政
府
が
掲
げ
る
ᵥ
⿃
次

᧳
業
Ⱙ
ܶ
（
タ
イ
ラ
ン
ド

⿃
・
０
）
で
生
᧳
ᥰ
場
へ

の
投
入
さ
れ
る



性
も
࿀
ၳ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
Ȋ

か
、

⿐

⿐
Ｓ

⿐


　



⿑




Ｃ
Ｓ
、




⿐
も
同
様
の

᧳
業
᧸
ロ
ɤ
ッ
ト

を
出
ݨ
し
た
。

搬送用巨大ロボット、タイ初上陸



第
135
回

　大手家電メーカーにて、海外経営責
任者などの要職を歴任後、ジェムコ日
本経営に入社。2007 年執行役員、2011
年取締役、2015 年 6 月より現職。上場
企業経営トップおよびボードメンバー
への顧問型経営支援をはじめ、グロー
バル戦略の構築から、製造現場の現場
力向上、品質革新など、経営全般にわ
たり幅広く活躍している。実践に裏打
ちされた「わかりやすい」コンサルティ
ングが身上。「ものづくり経営入門」（日
経 BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演
も多い。
　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コ
ンサルティング協会）認定コンサルタ
ント、公益社団法人全日本能率連盟認
定マスターマネジメントコンサルタン
ト、経済産業大臣登録中小企業診断士

＜執筆者プロフィール＞

高橋 功吉
（たかはし こうきち）

㈱ジェムコ日本経営 
常務理事 グローバル事業担当

　

「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ᥰ
場
か
ら
」
の
コ
ラ
ム
は
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ᵱ
の
ᥰ
場

で
見
聞
き
し
た
こ
と
の
˛
か
ら
、
ڹ

に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ࡈ
方
୮
◊
を
ἁ
っ
た
も
の
で
す
。

赤
字
事
業
を
考
え
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

経
営
が
原
点

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
Ω

回
も
▉
⠅
し
て
い
る
こ

と
だ
が
、
経
ߙ
の
基
本

は
株
主
か
ら
の
出
資
⦘

ȓ
⦘

ᑿ
関
ᵱ
か
ら
の

й
入
⦘
を
元
ཆ
に
事
業

に
ർ
要
な
資
᧳
に
၁
え

て
お
⦘
を
生
み
出
す
こ

と
に
͙
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

を
ど
う
生
み
出
す
か
が

基
本
で
あ
り
、
お
⦘
を

生
み
出
さ
な
い
よ
う
な

お
⦘
の
π
い
方
は
▞
さ

れ
な
い
し
、
ま
し
て
ȓ

お
⦘
が
᚛
っ
て
い
く
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経

ߙ
に
൵
す
る
こ
と
が
経

ߙ
ဝ
⢳
の
基
本
と
い
う

こ
と
だ
。

お
金
は
血
液
と
同
じ

　

お
⦘
は
人
で
╵
え
ǿ

⑾
ᙉ
と
同
じ
で
、
⑾
ᙉ

の
流
れ
が
ᓹ
ま
れ
ǿ
ᔎ

ǻ
の
は
人
も
ͽ
業
も
同

じ
だ
。
❆
આ
と
い
う
こ

と
は
人
で
╵
え
ǿ
出
⑾

し
て
い
る
ᣞ
ຎ
で
あ

り
、
ど
Ȣ
ど
Ȣ
⑾
ᙉ
が

ᠪ
く
な
っ
て
い
る
ᣞ
ຎ

だ
。
す
ǟ
に
ᓹ
⑾
し
な

け
れ
ǿ
ᔎ
に
⅏
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
͙
の
事
業
で
᳁
い
だ

お
⦘
を
⠡
⑾
し
て
い
る

ᣞ
ຎ
が
続
け
ǿ
全
社
の

経
ߙ
そ
の
も
の
も
お
か

し
く
な
る
こ
と
に
な

る
。

　

ど
の
ͽ
業
で
も
、
事

業

ȓ
商
ݨ

の

ᬖ

ᶩ
ᥴ
を
し
て
い
る
。
❆

આ
事
業
が
あ
れ
ǿ
早
急

に
⼽
આ
化
を
ࡖ
る
か
そ

れ
が
難
し
い
の
で
あ
れ

ǿ
、
い
ち
早
く
ႉ
⢋
を

決
ᄺ
す
る
の
は
当
ᠬ
の

こ
と
だ
。

赤
字
に
な
る
原
因
は

　

❆
આ
と
い
う
こ
と

は
、
ॹ
о
よ
り
原
価
が

高
い
と
い
う
こ
と
だ
。

す
な
わ
ち
、
ॹ
о
そ
の

も
の
に
問
題
が
あ
る

か
、
原
価
が
高
い
か
の

い
ǩ
れ
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

適
切
な
売
値
設
定

　

高
い

ᬖ
率
を
確
Є

し
て
い
る
ͽ
業
は
、
ⷴ

力
あ
る
商
ݨ
ȓ
サ
ー
ɛ

ス
を
⫳

し
続
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
価
格

の
認
め
ら
れ
る
商
ݨ
ȓ

サ
ー
ɛ
ス
の
提
Ϝ
を
し

続
け
る
こ
と
で
ॹ
価
が

認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

ɓ
ッ
チ
ト
ッ
プ
༦
ᨪ

を
経
ߙ
ဝ
⢳
の
ዱ
に
し

て
い
る
ͽ
業
が
あ
る
。

市
場
そ
の
も
の
は
大
き

く
な
い
が
、
そ
の
市
場

で
ࡿ
Ь

に
ⷴ
力
の
あ

る
商
ݨ
ȓ
サ
ー
ɛ
ス
を

提
Ϝ
す
る
こ
と
で
ᄺ
ト

ツ
の
ڀ
有
率
を
確
Є
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
高
い
価

格
で
も
市
場
か
ら
認
め

ら
れ
高
い

ᬖ
を
確
Є

で

き

る
。
ᄺ

ト

ツ

の

ト
ッ
プ
を
と
る
と
い
う

こ
と
は
高
い

ᬖ
を
確

Є
す
る
上
で
Ꮹ
め
て
重

要
な
の
だ
。
⢑
に
ト
ッ

プ
で
も
ယ
༦
で
の
ト
ッ

プ
は
価
格
ᴽ
̕
に
な
り

ȓ
す
く

ᬖ
の
確
Є
が

難
し
い
こ
と
が
多
い
。

ତ
さ
な
市
場
で
も
ᄺ
ト

ツ
と
い
う
こ
と
が
適
չ

な
ॹ
о
を
確
Є
す
る
上

で
大
չ
な
の
だ
。

目
標
原
価
の
実
現

「
売
価
－
原
価
＝
利
益
」

で
は
経
営
で
き
な
い

　

も
う
一
つ
の
❆
આ
の

原
因
は
原
価
の
問
題

だ
。
原
価
が
高
い
こ
と

で

ᬖ
が
確
Є
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
。

「
原
価
⾺

ᬖ
ジ
ॹ
о
」

と
い
う
よ
う
な
設
定
が

で
き
る
の
は
、
前
⡻
し

た
ト
ッ
プ
༦
ᨪ
が
ୠ
⫳

で
き
る
ȹ
ー
ス
だ
け

だ
。
市

場

ॹ

価

が

決

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ǿ
、「
ॹ

о
⾼


ᬖ
ジ

原
価
」
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
原
価
で
ど
う
作
る

か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
間
⣖
っ
て
も
、「
ॹ

о
⾼
原
価
ジ

ᬖ
」
と

い
う

え
方
で
は
経
ߙ

は
で
き
な
い
。
そ
れ
で

は
❆
આ
に
な
っ
て
も
仕

方
な
い
ね
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
す

な

わ

ち
、
ॹ

о

が

決

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ǿ
、
ർ
要
な

ᬖ
を
確

Є
す
る
た
め
の
タ
ー

Ⱥ
ッ
ト
原
価
を
実
ᥰ
し

な
け
れ
ǿ
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
で
き
な
い
の
で
あ

れ

ǿ
、
そ

の

事

業

は

ȓ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て

タ
ー
Ⱥ
ッ
ト
原
価
を
実

ᥰ
す
る
か
、
そ
の
た
め

に
は
原
価
の
目
ᑙ
ׂ
͛

を
し
て
ͽ
ᨋ
・
設
╹
ᔲ


か
ら
作
り
⡛
ȏ
こ
と

が
大
չ
だ
。
そ
の
原
価

を
実
ᥰ
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
⦘
ⲥ
の
大
き

さ
ȓ
実
ᥰ
性
か
ら
優
先

ⱽ
Ρ
を
つ
け
て
実
ᥰ
さ

せ
る
こ
と
が
₈
要
だ
。

ᄽ
⓯
ݨ
の
ͽ
ᨋ
ᔲ


で
、
原
価
ͽ
ᨋ
と
ӽ
に

原
価
を
作
り
⡛
ȏ
活
動

が
で
き
な
い
と
、
❆
આ

の
商
ݨ
ȓ
❆
આ
事
業
に

⭓
る
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
Ȣ
、

ॹ
当
初
は

目
ᑙ
の

ᬖ
は
出
せ
て

い
た
が
市
場
ᦹ
ऴ
の
ং

化
で
ॹ
価
が
下
が
り


ᬖ
が
出
せ
な
く
と
い
う

こ
と
は
あ
る
。
ॹ
価
が

下
が
れ
ǿ
そ
れ
に
連
動

し
て
原
価
の

き
下
げ

ۄ
り
組
み
が
で
き
な
い

と
こ
の
よ
う
な
事
ຎ
に

な
る
。
ॹ
価
を
下
げ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で

❆
આ
に
な
っ
て
も
仕
方

が
な
い
で
は
経
ߙ
に
は

な
ら
な
い
。
ॹ
価
を
下

げ
な
い
と
い
け
な
い



性
が
あ
る
の
で
あ
れ

ǿ
、
先
ཆ
で
原
価

き

下
げ
の
ۄ
り
組
み
を
行

な
い
、
適
չ
な

ᬖ
を

確
Є
す
る
の
が
経
ߙ

だ
。

出
血
放
置
は
許
さ
れ
な
い

　

❆
આ
の
商
ݨ
ȓ
❆
આ

の
事
業
は
、
出
⑾
し
て

い
る
ᣞ
ຎ
に
͙
な
ら

ǩ
、
続
け
れ
ǿ
続
け
る

Ȋ
ど
お
⦘
が
᚛
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
⼽
આ

化
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ǿ
、
早
急
に
⛩
ॹ
を
˛

ᓹ
す
る
な
り
❆
આ
事
業

か
ら
ႉ
⢋
す
る
こ
と

だ
。
と

こ

ろ

が
、「
こ

の
商
ݨ
は
❆
આ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
商
ݨ
の
ݨ

ီ
え
と
い
う
こ
と
か
ら

ᠪ
い
と
い
う
■
に
は
い

か
な
い
の
で
す
」
と
か
、

「
⛩
Ϯ
策
と
し
て
ർ
要

な
の
で
す
」
と
い
う
よ

う
な
╵
い
■
を
し
て
❆

આ
を
ࢦ
れ
流
し
て
い
る

ȹ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
こ

で
間
⣖
っ
て
は
い
け
な

い
の
は
、「
⛩
Ϯ
策
と

し
て
」
と
╵
う
の
で
あ

れ
ǿ
、
⛩
Ϯ
⛻
᧸
と
し

て
い
く
ら
支
出
す
る
の

か
を
明
確
に
し
て
、
そ

の
⛻
᧸
枠
ͨ
上
の
出
⛻

は
ở
対
に
し
な
い
よ
う

に
❆
આ
ⲥ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
ർ
要
が
あ

る
。
そ
れ
も
ᠪ
い
ま
ま
、

❆
આ
商
ݨ
を
⛩
Ϯ
策
の

一
ᦹ
と
╵
っ
て
継
続
す

る
こ
と
は
▞
さ
れ
な

い
。
経
ߙ
の
基
本
は
、

い
か
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を

生
み
出
す
か
で
あ
り
、

出
⑾
し
て
い
る
の
を
ყ

Έ
す
る
よ
う
な
こ
と
は

経
ߙ
者
と
し
て
は
▞
さ

れ
な
い
か
ら
だ
。
今
一

度
、
❆
આ
商
ݨ
ȓ
❆
આ

事
業
を
ყ
Έ
し
て
い
な

い
か
確
認
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。



　

特

会
╹
に
し
て
ᶩ

ᥴ
す
る
と

⢡
が

か

な
い
。
ൃ
所
ȓ
政
ᗁ
家

の
裁
⦖
で
π
い
⣔
が
ዔ

⟲
に
決
め
ら
れ
る
Ჩ
⦘

に
し
た
い
。「
高
次
元

の
対
応
」
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
こ
と
だ
。
一

見
観
光
と
は
⮼
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
け

ど
、
回
り
ま
わ
っ
て
観

光
ૃ
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
よ
う
な
予
ᶟ
に
も

回
し
ま
す
、
と
い
う
こ

と
。
こ
こ
が
一
ᨯ
の
ポ

イ
ン
ト
で
、「
π
い
⣔

は
政
府
が
い
ろ
い
ろ


え
て
ȓ
り
ま
す
か
ら
任

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
╵

い
た
い
の
だ
ろ
う
。

　

「
ᐦ
想
ᔲ

で
Ჩ
ہ

を
地
方
⅋
ᗁ
Χ
に
⥎
分

す
る
こ
と
が
Ꮀ
╿
さ
れ

ま
し
た
が
、
⿃
０
０
ҽ

Ԓ
ǿ
か
り
の
財
ᛠ
の
一

部
を
地
方
に
分
け
て
も

し
れ
て
い
る
。
一
ྯ
ᶩ

ᥴ
し
て
適
չ
な
事
業
に

⥎
分
す
る
の
が
効
率


、
と
い
う
こ
と
に
な

り
全
ⲥ
国
Ჩ
と
い
う
方

۹
で
⢳
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
財
務
省
関
ϭ
者

で
は
╵
う
。
౪
た
く
╵

え
ǿ
、「
π
い
⣔
は
国

が
決
め
る
。
Ȋ
し
け
れ

ǿ
官
⤠
に
⭡
ษ
に
ቻ
れ

ǿ
」
い
う
こ
と
の
よ
う

だ
。

　

「
す
で
に
≐
ጣ
Ͳ
と

呼
ǿ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
❒
り

め
て
い
ま

す
」

　

大
ཆ
౺
ܝ
代
ᥴ
ಅ
の

ͽ
ᨋ
担
当
者
は
そ
う
◭

る
。
事
業
化
の
ᔲ

で

政
府
か
ら
ⓝ

⦘
が
で

る
こ
と
を
ό
り
⡛
Ȣ
で

╹
ᨋ
が
日
本
۬
地
で
⢳

Ȣ
で
い
る
と
い
う
。

　

≐
官
༿
⫧
官
は
、
カ

ジ
ɖ
ဝ
⢳
の
ᅖ
を
振
っ

た
よ
う
に
、
イ
ン
ɘ
ウ

ン
ド
の
観
光
事
業
に
ᡡ

ൺ
だ
。
地
方
の
振
⅟
と

い
え
ǿ
か
つ
て
は
工
業

ࡐ
地
の
整
備
な
ど
Ӹ
ӽ

事
業
だ
っ
た
が
、
ɪ
ɖ

か
ら
コ
ト
に
⯎
要
が
Ს

り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
観

光
は
「
地
域
お
こ
し
」

の
ጓ
に
な
っ
て
い
る
。

官
⤠
か
ら
地
方
に
目
⥎

り
す
る
の
に
は
、
観
光

予
ᶟ
を
၂
る
こ
と
が
早

⣔
な
の
だ
ろ
う
。
⅋
ᗁ

Χ
ȓ
業
者
も
そ
の
あ
た

り
の
事
ษ
が
分
か
り
、

大
き
な
ጣ
Ͳ
は
官
⤠
に

お
Θ
い
を
立
て
る
と
い

う
。

　

「
も
う
一
つ
の
ᣲ
い

が
出
国
Ჩ
に
は
あ
る
」

と
関
ϭ
者
は
╵
う
。
̠

⠛
が
ら
み
で
外
国
人
観

光
ૃ
を
◧
⅐
す
る
に
は

ˌ
ᨕ
で
の
観
光
キ
ャ
ン

ɢ
ー
ン
が
ർ
要
に
な

る
。
そ
の
ૄ
Ό
ȓ
イ
ɡ

ン
ト
の
ͽ
ᨋ
に
出
国
Ჩ

が
充
て
ら
れ
る
と
い

う
。
こ
の
時
、
政
府
ȓ

日
本
Ȳ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（


Ｃ
）
と
一

Χ
と
な
っ
て
動
く
の
が

大
ཆ
౺
ܝ
代
ᥴ
ಅ
だ
。

観
光
庁
ȓ


Ｃ
の
予

ᶟ
に
は
⭈
度
が
あ
る
。

観
光
庁
予
ᶟ
の
Ч
の
財

ᛠ
が
投
入
さ
れ
れ
ǿ


ᖴ
な
カ
ネ
が
代
ᥴ
ಅ
に

回
る
。

　

ᄽ
Ჩ
が
ଣ
入
さ
れ
る

��
年
度
は
政
ᗁ

に
൮


な
時
期
で
も
あ
る
。

今
度
の
選
挙
で
与
ӫ
は

⒄
ڹ
両
⭐
の
⿂
分
の
２

を
確
Є
し
た
。
ໞ
法
改

ᓺ
を
国
会
に

⚑
す
る

ⲗ
ᄋ
は
確
Є
で
き
た
。

問
題
は
「
国
民
投
᱖
」。

総
選
挙
で

っ
た
も
の

の
国
民
投
᱖
で

て
る

と
は
⭈
ら
な
い
。
改
ໞ

を
ฝ
Ⲭ
と
す
る
安
Ч
政

権
は
国
民
投
᱖
に

つ

キ
ャ
ン
ɢ
ー
ン
が
ർ
要

に
な
っ
て
い
る
。
国
民

投
᱖
を
��
年
か
20
年
あ

た
り
に
設
定
す
れ
ǿ
、

ቻ
年
あ
た
り
か
ら
「
改

ໞ
キ
ャ
ン
ɢ
ー
ン
」
が


ま
る
の
で
は
な
い

か
。
原

力

⯍
の
安

全

◊
を
流
布
し
た
よ

う
に
、
᧳
業
ᨕ
・
政
ᨕ
・

౺
ܝ
業
ᨕ
が
一
Χ
に

な
っ
た
ૄ
Ό
、
ఞ
⥎
す

る
の
は
大
ཆ
౺
ܝ
代
ᥴ

ಅ
だ
ろ
う
。

　

��
年
度
に
出
国
Ჩ
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
π
⢛

に
̠
⠛
ૃ
◧
⅐
の
ᘬ
外

プ
ロ
ɪ
ー
シ
ゟ
ン
が
組

み
⡛
ま
れ
れ
ǿ
、
౺
ܝ

業
ᨕ
に
カ
ネ
が
流
れ

る
。
官

⤠

と

一

Χ

に

な
っ
て
ˌ
☟
対
策
に
協

力
し
て
い
る
大
ཆ
代
ᥴ

ಅ
に
大
き
な
ɛ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
▗
れ
る
だ

ろ
う
。

　

Ჩ
は
政
ᗁ
そ
の
も
の

だ
。
カ
ネ
に
π
⢛
は
ሤ

い
て
い
な
い
。

⢡
ᠪ

ᯢ
（
ȏ
げ
）
に
π
え
る

予
ᶟ
Ȋ
ど
᠋
政
者
に
あ

り
が
た
い
も
の
は
な

い
。
だ
れ
が
財
ᛠ
を
၂

る
か
、
国
民

ᬫ
視
が

ർ
要
だ
。

国
民
的
監
視
が
必
要
だ

『
山
田
厚
史
の
地
球
は
丸
く
な
い
』

　

2�
年
ȅ
り
の
ᄽ
Ჩ
が


場
す
る
と
い
う
。
日

本
を
⮼
れ
る
ᅌ
行
者
か

ら
一
人
当
た
り
１
０
０

０
Ԓ
Ȋ
ど
を
課
Ჩ
し
よ

う
と
い
う
「
出
国
Ჩ
」

が
⅋
民
ӫ
Ჩ
調
で
Ꮀ
╿

さ
れ
て
い
る
。

　

１
年
間
に
日
本
か
ら

出
国
す
る
人
は
ẇ
⿃
１

０
０
ʽ
人
。
１
０
０
０

Ԓ
ǩ
つ
൰
ہ
す
る
と
⿃

１
０
ҽ
Ԓ
の
Ჩ
ہ
が
期

待
で
き
る
。
π
⢛
は「
観

光
振
⅟
」。
イ
ン
ɘ
ウ

ン
ド
と
呼
ǿ
れ
る
▗
日

ૃ
を
増
加
さ
せ
る
施
策

に
充
て
る
と
い
う
。

こ
の
方
面
を
担
当
し
て

き
た
観
光
庁
は
２
０
１

⿆
年
度
当
初
予
ᶟ
が
２

１
０
ҽ
Ԓ
。
ᄽ
Ჩ
は
そ

の
２
Ч
近
い
財
ᛠ
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

年

の
政
府
Ჩ
制
調

ዶ
会
の
૾
⚑
を
経
て
��

年
度
か
ら
ଣ
入
が
Ꮀ
╿

さ
れ
て
い
る
。
‑
年
の

東
̸
̠
⠛
に
ȏ
け
て
ᘬ

外
か
ら
お
ૃ
を
呼
び
⡛

ȏ
キ
ャ
ン
ɢ
ー
ン
を
ୠ

⫳
し
よ
う
と
い
う
ⷱ
₤

だ
。

新
税
は
誰
の
た
め
？　

出
国
税
を
考
え
る 

使
途
を
法
律
で
明
記
し
な
い

「
一
般
財
源
」

　

観
光
関
ϭ
者
は
ߋ
Ȣ

で
い
る
が
Ჩ
⦘
、
と
く

に
ᄽ
Ჩ
に
は
「
政
ᗁ
」

が
ỏ
ȏ
の
が

で
あ

る
。
⮥
め
た
カ
ネ
を
ఞ

⥎
す
る
の
は
◿
か
。
Ჩ

に

્
が
ỏ
ȏ
関
ϭ
者

の
目
は
こ
こ
に
⮥
˛
し

て
い
る
。
ᗨ
目
さ
れ
て

い
る
の
は
≐
ῲ
ѕ
（
す

が
・
よ
し
ひ
で
）
官
༿

⫧
官
の
╵
動
だ
。
��
月

��
日
の
定
ό
▉
者
会
見

で
出
国
Ჩ
の
π
⢛
を
聞

か
れ
る
と
、
ẜ
を
◼
み

な
が
ら
こ
う
◭
っ
た
。

　

「
受
ᬖ
と
⛤
担
の
適

ᓺ
な
ࢀ
り
方
を
ؗ
ጣ

し
、
増
加
す
る
観
光
⯎

要
に
高
次
元
の
対
応
を

行
う
観
点
か
ら
ԃ
Χ


な
Ꮀ
╿
を
 
め
て
い

く
」

　

ᥴ
╫
で
き
た
▉
者
は

ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う

か
。
Ԅ
ࢪ

な
ൃ
人
ᵼ


。
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
受

ᬖ
と
⛤
担
」「
観
光
⯎

要
」「
高
次
元
の
対
応
」

だ
ろ
う
。

　

受
ᬖ
と
⛤
担
と
は
、

払
っ
た
人
に
෬
෴
が
あ

る
π
い
⣔
を

え
ま

す
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。

　

「
観
光
⯎
要
」
を
強

調
し
た
の
は
、
˛
ൺ
は

観
光
で
す
よ
、
と
い
う

意
味
だ
。
ᅌ
行
者
に
⛤

担
さ
せ
る
な
ら
ᅌ
行
者

に
෬
෴
が
ڽ
ȅ
Ჩ
⦘
に

す
る
。
か
つ
て
の
⣔
➇

財
ᛠ
の
よ
う
に
⅋
動
⟥

の

᧸
者
に
⛤
担
さ
せ

て
⣔
➇
を
造
る
、
と
い

う
「
特
定
財
ᛠ
」
と
し

て
の
Ჩ
⦘
が
こ
れ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
出
国
Ჩ

は
、
π
⢛
を
法
ൕ
で
明

▉
し
な
い
「
一
般
財
ᛠ
」

に
な
る
と
い
う
。

「ニュース屋台村」 
さまざまな分野の執筆陣が時代をナビゲート   
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フ
ィ
リ
ピ
ン

介
護
報
酬
不
正
受
給
、
処
分
へ

　
　

   

奈
良
、
「
寿
寿
」
問
題
相
次
ぐ

　
　

      

運
営
会
社
へ
の
対
応
に
不
備

【
第
11
面
に
続
く
】

��

͒
⚘
施
設
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
職
員
に
⣏
⥪
な

労
働
を
強
い
た
と
し
て

問
題
に
な
っ
た
͒
⚘
会

社
「
ଔ

ଔ
」（
大

⬰

府

東
大
⬰
市
）
が
⣌
ߙ
す

る
প
↝
市
の
▗
問
͒
⚘

事
業
所
で
͒
⚘
अ
⥤
の

不
ᓺ
受
Ổ
な
ど
が
あ
っ

た
と
し
て
、
市
が
近
く

事
業
所
の
࿀
定
を
ۄ
り

ᘲ
す
方
⦠
を
ࡘ
め
た
こ

と
が
20
日
、
市
へ
の
ۄ

材
で
分
か
っ
た
。
返
⤅

☔
求
と
փ
事
ܝ
□
も
Ꮀ

╿
し
て
い
る
。

　

ଔ
ଔ
を

っ
て
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
元
職
員

�0
人
が
大
⬰
地
裁
に
❙

こ
し
た
ቈ
払
い
✃
⦘
☔

求
□
▐
で
原
ܝ
に
⭡
♢

し
て
╹
ẇ
１
０
０
０
ʽ

Ԓ
の
╫
決
⦘
を
支
払
う

内

で
和
╫
。
昨
年
８

月
に
ಝ
ᓹ
し
た
Ṿ
։
事

業
所
で
も
不
ᓺ
受
Ổ
が

あ
り
、
প
↝
市
へ
返
⤅

す
る
な
ど
問
題
が
相
次

ǟ
。
⅋
ᗁ
Χ
は
不
ᓺ
の

要
因
が
⣌
ߙ
会
社
に
あ

る
と
み
ら
れ
る
ȹ
ー
ス

で
も
事
業
所
ɴ
ɡ
ル
で

の
行
政
処
分
し
か
で
き

ǩ
、
⣌
ߙ
会
社
ȓ
Ṿ
։

事
業
者
を
同
時
に
ۄ
り

ἦ
ま
る
権
⭈
が
な
い
た

め
に
不
ᓺ
な
͒
⚘
の
継

続
を
ྨ
く
制
度
上
の
不

備
が
ᘧ
き
വ
り
に
な
っ

た
。

　

処
分
対
⛅
の
事
業
所

は
「
ȹ
ア
サ
ー
ɛ
ス
ଔ

ଔ
প
↝
」。
関
ϭ
者
に

よ
る
と
、
ଔ
ଔ
প
↝
で

は

᧸
者
に
ᠪ
ᄺ
で
の

不
要
な
サ
ー
ɛ
ス
の
⢈

加
ȓ
、
提
Ϝ
時
間
を
᮲

ὗ
し
た
り
、
実
際
に
は

提
Ϝ
し
な
か
っ
た
り
し

た
サ
ー
ɛ
ス
の
ኺ
᳧
☔

求
が

ຎ
化
し
て
い
る

と

᧸
者
ȓ
職
員
ら
が

市
に
ษ
अ
提
Ϝ
。
市
は

昨
年
ͨ
降
、
͒
⚘
Є
⭨

法
な
ど
に
基
Ǵ
き
ᬫ
ዶ

に
入
っ
て
い
た
。

　

Ṿ
։
の
有
ᄦ

人

ɣ
ー
ム
で
ଔ
ଔ
প
↝
の

サ
ー
ɛ
ス
事
業
の
ᶩ
ᥴ

業
務
を
し
て
い
た
元
職

員
ら
⓹
ᄋ
の
関
ϭ
者
は

ӽ
同
⢡
Ј
の
ۄ
材
に
対

し
、

᧸
者
ǣ
と
に
͒

⚘
Є
⭨
で
認
定
さ
れ
た

⭈
度
ⲥ
の
上
⭈
ま
で

サ
ー
ɛ
ス
を
入
れ
る
よ

う
会
社
か
ら
࿀
示
が

あ
っ
た
と
▩
╵
。「


᧸
者
本
人
ȓ
ȹ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
☐
ȓ
同
意

な
く
⢈
加
し
て
実
績
अ

ܝ
し
て
い
た
。
実
際
は

अ
ܝ
⢡
り
に
提
Ϝ
で
き

て
い
な
い
ȹ
ー
ス
も
多

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

ଔ
ଔ
は
۬
施
設
か
ら
⎝

Ѯ
の

᧸
実
績
が
▉
⠅

さ
れ
た
ሤ
Ⲳ
を
受
け
ۄ

り
、
͒
⚘
अ
⥤
を
市
に

☔
求
し
て
い
た
と
い

う
。

　

ଔ
ଔ
は
প
↝
県
内
に

有
ᄦ

人
ɣ
ー
ム
を
５

施
設
⣌
ߙ
。
要
͒
⚘
ȓ

⭿
્
認
定
を
受
け
て
い

る
入
所
者
の
Ȋ
と
Ȣ
ど

が
Ṿ
։
の
ଔ
ଔ
প
↝
に

よ
る
▗
問
͒
⚘
ȓ
⭿
્

ᱨ
᰽
サ
ー
ɛ
ス
を

᧸

し
て
い
る
。

　

ଔ
ଔ
は
ۄ
材
に
対
し

「
不
ᓺ
受
Ổ
に
つ
い
て

は
প����

↝
市
が
調
ዶ

˛
で
、
詳
し
い
こ
と
は

ᵼ
え
ら
れ
な
い
」
と
回

ᵼ
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー

声
明
で
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
言
及
せ
ず

　
　

      
ス
ー
・
チ
ー
氏
、
批
判
回
避

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
首
⤹

ネ
ピ
ド
ー
で
⫳
催
さ
れ

た
ア
ジ
ア
と
ᓔ
ఎ
の
ẇ

�0
の
国
・
ᑿ
関
が
ڹ
加

す
る
ア
ジ
ア
ᓔ
ఎ
会
⚑

（
⿐
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
の

外

相

会
合
は
2�
日
、
ل
ቁ
⸝

ษ
ء
な
ど
を
協
⚑
し
、

２
日
間
の
日
程
を
ẹ
え

た
。
⚑
⫧
声
明
が

⒙

さ
れ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム

ჹ
൜
ଦ
ᄋ
民
ᅒ
ロ
ɚ
ン

ȶ
ャ
問
題
へ
の
ᬼ
ယ


な
╵
ڽ
は
な
か
っ
た
。

⚑
⫧
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
国
家
顧
問

Ԉ
外
相
は
主
要
国
へ
事

前
に
同
問
題
の
対
応
を

説
明
す
る
こ
と
で
、
ལ


回
⤀
に
成
ע
し
た
。

　

ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
問
題
を

重
大
な
人
権
Ϩ
્
問
題

と
す
る
ᓔ
ఎ
♁
国
は
、

会
合
を
ス
ー
・
チ
ー
氏

⢈
ڽ
の
好
ᑿ
と
し
て
い

た
。
だ
が
ス
ー
・
チ
ー

氏
は
会
合
⫳

前
の
20

日
ቁ
、
主
要
ẇ
20
カ
国

の
外
相
ら
を
対
⛅
に
し

た
Ⱎ
Ӹ
式
会
⚑
で
ロ
ɚ

ン
ȶ
ャ
難
民
の
ై
⤅
に

۹
け
た
ۄ
り
組
み
な
ど

を
説
明
し
、
一
定
の
ᥴ

╫
を
ൡ
た
よ
う
だ
。

　

˛
ጔ
一
౯
外
務
副
大

臣
は
Ⱎ
Ӹ
式
会
⚑
で
、

ᥰ
地
ษ
ء
へ
の
 
֢
な

༃
ඔ
を
Ό
え
た
上
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
ۄ

り
組
み
内

を
継
続
し

て
国
際
社
会
に
説
明
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
࿀

ၳ
し
た
。

　

外
̰
ᵳ
に
よ
る
と
、

⿐
Ｓ
Ｅ
Ｍ
外
相
会
合
で

ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
問
題
に
╵

ڽ
し
た
の
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
ȓ
ɘ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ᓔ
ఎ
の
一
部
の

国
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ス
ー
・
チ
ー
氏
は
会

合
後
の
▉
者
会
見
で

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
全
て

の
人
が
協
力
す
る
こ
と

で
、
難
し
い
（
ロ
ɚ
ン

ȶ
ャ
）
問
題
を
⢳
ୠ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

Ј
じ
て
い
る
」
と
⡻
Ȉ

た
。

　

⚑
⫧
声
明
で
は
、
ل

ቁ
⸝
に
よ
る
ጓ
実
験
ȓ

ミ
サ
イ
ル

ଙ
を
「
最

も
強
い
╵
⊡
で
Ⱎ
難
」

す
る
と
し
た
。
国
連
安

全
Є
⭿
ᥴ
事
会
の
関
連

決
⚑
を
લ
全
、
ᠪ
ቷ
Ͳ

に
ⱽ
મ
す
る
よ
う
ل
ቁ

⸝
に
要
☔
し
、
࿆

行

動
を
ȓ
め
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

˛
国
が
実
効
支
⥎
を

⢳
め
る
南
シ
ナ
ᘬ
問
題

へ
の
ᬼ
ယ

な
ᄙ
╵
は

な
い
が
、
ᘬ
ᗱ
の
安
全

Є
⭿
、
Ⳏ
行
・
航
行
の

⅋
ᨁ
の
拡
大
に
۹
け
た

ۄ
り
組
み
を
ԙ
確
認

し
、
国
連
ᘬ
ᗱ
法
ቷ
ẇ

の
原
֧
に
൝
っ
た
ẞ
̕

╫
決
を
強
調
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
人
権
尊
重
促
す

　

      　

 

法
王
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
問
題
で

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
▗
問
˛

の
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
2�
日
、
首
⤹

ネ
ピ
ド
ー
で
外
̰
ࡐ
を

前
に
᜵
説
し
、
イ
ス
ラ

ム
ჹ
൜
ଦ
ᄋ
民
ᅒ
ロ
ɚ

ン
ȶ
ャ
の
問
題
を
ඔ
ⲗ

に
「
౪
和
ᐦ
᷂
と
国
民

和
╫
へ
の
ࡓ
難
な
⣔

は
、
ᓺ
ῲ
を
⛫
き
人
権

を
ଟ
重
し
な
け
れ
ǿ
⢳

ȏ
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
⡻
Ȉ
た
。

　

た
だ
法
王
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
が
認
め
て

い
な
い
「
ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
」

と
い
う
⒙
ᥰ
は
π
わ
な

か
っ
た
。
͖
ჹ
൜
が
多

ᄋ
を
ڀ
め
る
国
民
感
ษ

に
⥎
ອ
し
た
と
み
ら
れ

る
。
法
王
は
「
સ
ჹ
の

⣖
い
は
分
ⓐ
ȓ
不
Ј
の

原
因
で
は
な
く
、
ࡐ
結

ȓ
૰

、
✜
明
な
国
の

ೈ
設
の
力
に
し
な
け
れ

ǿ
な
ら
な
い
」
と
も
◭

り
、
સ
ჹ
間
の

和
の

大
չ
さ
を
□
え
た
。

　

法
王
は
同
日
、
ア
ウ

ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー

国
家
顧
問
Ԉ
外
相
と
も

会
☐
。
ス
ー
・
チ
ー
氏

も
外
̰
ࡐ
を
前
に
᜵
説

し
「（
外

̰

ࡐ

ら
）
友

人
の
支
持
は
こ
の
上
な

く
⛴
重
な
も
の
だ
」
と

⡻
Ȉ
、
ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
問

題
╫
決
へ
の
政
府
の
対

応
に
国
際
社
会
の
ᥴ
╫

を
求
め
た
。

　

ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
の
Σ
ȏ

┴
部
ラ
カ
イ
ン
ఎ
で
は

８
月
に
ᗁ
安
当
局
と
ロ

ɚ
ン
ȶ
ャ
の
武
ⓓ
⮥
ࡐ

が
⒒
ᳮ
し
て
ͨ
降
、
�0

ʽ
人
ͨ
上
の
ロ
ɚ
ン

ȶ
ャ
が
ラ
カ
イ
ン
ఎ
に

ယ
す
る
⮆
国
ɘ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
難
民
と
し
て

⤀

難
。
国

際

社

会

は

ɖ
ー
ɡ
ル
౪
和
✘
受
✘

者

で

も

あ

る

ス

ー
・

チ
ー
氏
が
問
題
╫
決
に

᳒
Ꮹ

で
な
い
と
し
て

ལ

を
強
め
て
い
る
。

　

法
王
は
2�
日
、
最
大

⤹
市
ヤ
ン
ゴ
ン
で
ミ

ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
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【
第
12
面
に
続
く
】

【
第
10
面
か
ら
続
く
】

バ
リ
島
火
山
が
小
規
模
噴
火

　
　

        

半
世
紀
ぶ
り
、
被
害
な
し

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
最
高
に

　
　

      

バ
リ
島
、
国
際
空
港
を
閉
鎖

　
　
　

      

観
光
業
へ
の
影
響
懸
念

�

日
ḗ
˛
ȓ
東
南
ア
ジ

ア
♁
国
連
合
（
⿐
Ｓ
Ｅ

⿐

）
な
ど
╹
��
カ
国

の
首
⃘
ら
が
ڹ
加
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ɓ
ラ

で
��
日
に
⫳
か
れ
た
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
⚑

⫧
声
明
が
2�
日
、

⒙

さ
れ
た
。
˛
国
が
軍
事

ྭ
点
化
を
⢳
め
る
南
シ

ナ
ᘬ
問
題
に
つ
い
て
の

「
༃
ඔ
」
を
⚑
☟
し
た

と
明
▉
す
る
一
方
、⿐

Ｓ
Ｅ
⿐

と
˛
国
の
関

ϭ
改

に
留
意
す
る
と

も
╵
ڽ
し
た
。

　

「
༃
ඔ
」
の
ᄙ
╵
を

ᬣ
り
⡛
Ȣ
だ
こ
と
で

「
法
の
支
⥎
」
を
□
え

る
日
ḗ
ȓ
、
˛
国
と
ⲏ

有
権
で
̕
う
ɡ
ト
ナ
ム

な
ど
に
⥎
ອ
。
同
時
に

˛

国
・
⿐
Ｓ
Ｅ
⿐

関

ϭ
の
好
転
に
╮
れ
、
問

題
を
当
事
国
間
で
╫
決

し
た
い
˛
国
の
意
۹
に

も
ᗅ
っ
た
内

と
い
え

そ
う
だ
。

　

声
明
ጣ
で
は
南
シ
ナ

ᘬ
問
題
の
項
目
が
᳧


と
な
っ
て
お
り
、
今
年

の
⚑
⫧
国
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
調
整
し
て
い
た
。
��

日
に
⫳
か
れ
た
⿐
Ｓ
Ｅ

⿐

首
⃘
会
⚑
の
⚑
⫧

声
明
で
は
「
༃
ඔ
」
の

ᄙ
╵
を
π
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

日
本
政
府
当
局
者
に

よ
る
と
、
サ
ミ
ッ
ト
で

は
日
本
を
܅
ȏ
⓹
ᄋ
の

国
が
最
近
の
南
シ
ナ
ᘬ

ษ
ء
に
༃
ඔ
を
示
し
、

Ⱎ
軍
事
化
と
⅋
制
の
重

要
性
を
主
張
し
て
い

た
。

　

声
明
は
ቁ
⸝
半

の

ἐ
張
の
高
ま
り
に
「
 

֢
な
༃
ඔ
」
を
⒙
明
し

た
上
で
、
一
部
の
国
は

ل
ቁ
⸝
に
よ
る
ጓ
ԁ
器

ȓ
ഈ
⣔
ミ
サ
イ
ル
技
術

の
⫳

を
Ⱎ
難
し
た
と

▉
⠅
し
た
。
ቻ
年
２
月

に
ⱦ
国
で
⫳
か
れ
る
౪

ᅻ
Ը

̠
⠛
が
「
ቁ
⸝

半

の
౪
和
と
安
定
の

Ϯ
⢳
に
効
እ

な
ᑿ
会

に
な
り
ൡ
る
」
と
も
࿀

ၳ
し
た
。

徳
島
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
牛
肉

　
　
　

  

ハ
ラ
ル
方
式
、
輸
出
前
に
式
典

マ
レ
ー
シ
ア

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
50
年
」

 

南
シ
ナ
海
問
題
「
懸
念
」
議
論

　
　

     

東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
議
長
声
明

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ  

�

　

マ
ɴ
ー
シ
ア
へ
の
日

本
᧳
ᢲ
⁺
⠡
出
が
今
月

╫
ᱞ
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム

ჹ
の
༖
ൕ
に
ᗅ
う
「
ハ

ラ
ル
」
方
式
を
ۄ
り
入

れ
た
൯

県
東
み
よ
し

ᨊ
の
施
設
か
ら

⢌
す

る
の
を
前
に
2�
日
、
▉

ඔ
式
Ԅ
が
⫳
か
れ
た
。

ۑ
➣
ᩛ
感
ዓ
の
影
響
で

マ
ɴ
ー
シ
ア
が
２
０
１

０
年
に
日
本
᧳
ᢲ
⁺
の

⠡
入
を
ᱞ
ᓹ
し
て
ͨ
ቻ

初
。

　

「
に
し
⬽
ᗢ
ɛ
ー
フ
」

（
同
ᨊ
）
の
Ⳓ
⁺
セ
ン

タ
ー
で
あ
っ
た
式
Ԅ
に

関
ϭ
者
ら
と
ӽ
に
出


し
た
Ⳝ
ᗏ
ߵ
⫨
知
事
は

「
日
本
の
先
陣
を
չ
っ

て
ハ
ラ
ル
の
市
場
に
࿆

༦
す
る
؊
ᕧ
に
ᄇ
意
を

⒙
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

マ
ɴ
ー
シ
ア
へ
の
初

⠡
出
は
、
2�
日
に
ẇ
１

カ
の
ᢲ
⁺
を
⢌
る
。
年

内
に
⿆
タ
８
カ
の
⠡
出

を
目
࿀
し
て
い
る
と
い

う
。

　

同
社
の
施
設
は
マ

ɴ
ー
シ
ア
の
定
め
る
⒐

生
ᶩ
ᥴ
の
要
Ͳ
を
ᛙ
た

し
、
イ
ス
ラ
ム
ჹ
൜
۹

け
の
処
ᥴ
が


。

　

同
社
と
「
Ʉ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
」（
ᡓ
本
県
⩐
ᨊ
）

の
２
施
設
が
日
本
で
初

め
て
マ
ɴ
ー
シ
ア
政
府

か
ら
、
ハ
ラ
ル
方
式
を

ۄ
り
入
れ
た
ᢲ
⁺
⠡
出

施
設
と
ཀྵ
認
さ
れ
た
。

ン
国
軍
総
司
令
官
と
会

☐
し
た
。
軍
に
よ
る
と
、

総
司
令
官
は
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
は
સ
ჹ
に
よ
る

ఞ

は
な
い
」
と
強
調
。

法
王
は
、
સ
ჹ
間
の
ଟ

重
が
国
の

ୠ
に
つ
な

が
る
と
⡻
Ȉ
、
同
国
の

౪
和
の
た
め
に
᰼
っ
た
。

　

法
王
は
2�
タ
�0
日
に

歴
代
法
王
と
し
て
初
め

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
▗

問
。
そ
の
後
、
�0
日
か

ら
�2
月
２
日
ま
で
ɘ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
を
▗
れ
、

ロ
ɚ
ン
ȶ
ャ
難
民
と
面

会
す
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
៥
୮

地
✤
៰
્
対
策
局
は
2�

日
、
ɘ
リ

東
部
ア
グ

ン
୮
（
ᑙ
高
⿂
０
０
０

ケ
❞
）
の
࠙
៥
⚋
༖
ɴ

ɡ
ル
を
⿃
ᔲ

の
最
高

に

き
上
げ
た
。
2�
日

の
࠙
៥
ͨ
降
、
៥
୮
活

動
が
活

化
し
た
た
め

の
ဟ
Έ
。
ɘ
リ
国
際
᳧

ᚯ
は
2�
日
、
៥
୮

の

影
響
で
⫱
⪅
さ
れ
、
ษ

अ
を
求
め
る
˻
ૃ
で
ᚆ

̇
し
た
。
日
本
人
も
多

く
▗
れ
る
同
国

࿀
の

観
光
地
の
⚋
༖
ຎ
ء
は

⫧
期
化
す
る
と
み
ら

れ
、
観
光
業
へ
の
影
響

が
༃
ඔ
さ
れ
る
。

　

᳧
ᚯ
⫱
⪅
は
2�
日
ቁ

ま
で
の
予
定
。
࠙
៥
⚋

༖
ɴ
ɡ
ル

き
上
げ
に

Β
い
、
୮
ⱹ
か
ら
⿅
タ

⿆
・
５
ウ
に
設
け
ら
れ

た
立
ち
入
り
ᱞ
ᓹ
ٚ
域

は
８
タ
�0
ウ
に
拡
大
し

た
。

　

៥
୮
地
✤
៰
્
対
策

局
は
2�
日
も
࠙
ᠻ
が
୮

ⱹ
か
ら
ẇ
⿂
ウ
の
高
さ

ま
で
⣕
し
た
の
を
確

認
。
៥
ۑ
͛
近
で

も

目
視
で
観
測
さ
れ
た
と

し
て
い
る
。
担
当
者
は

「
ᢈ


࠙
៥
が
ᅝ
に

❙
き
た
。
今
後
、
よ
り

大
き
な
࠙
៥
に
つ
な
が

る


性
が
あ
る
」
と

⡻
Ȉ
た
。

　

当
局
は
ア
グ
ン
୮
ܦ

⡙
で
の
៥
୮
性
地
⯕
の

ⲟ

を
受
け
、
⿈
月
22

日
に
࠙
៥
⚋
༖
ɴ
ɡ
ル

を
最
高
に

き
上
げ

た
。
一
時
は
��
ʽ
人
ͨ

上
が
⤀
難
。
�0
月
2�
日
、

៥
୮
活
動
が
落
ち
着
い

て
き
た
と
し
て
⚋
༖
ɴ

ɡ
ル
を
上
か
ら
２
ᨯ
目

に

き
下
げ
て
い
た
。

　

ɘ
リ
国
際
᳧
ᚯ
で

は
、
航
᳧
会
社
が
振
り

替
え
Ϫ
の
ཆ
続
き
᧸
カ

ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
な

ど
対
応
に
⢈
わ
れ
た
。

ఎ
政
府
観
光
局
に
よ
る

と
、
ἐ
急
を
要
す
る
˻

ૃ
に
対
し
て
は
、
航
᳧

会
社
が
首
⤹
ジ
ャ
カ
ル

タ

の

あ

る

⮆

の


、

ジ
ャ
ワ

の
国
際
᳧
ᚯ

か
ら
出

で
き
る
よ
う

ཆ
⥎
し
て
い
る
。

　

ɘ
リ

に
出
張
˛
で

2�
日

に
ై
国
予
定

だ
っ
た
富
୮
市
の
会
社

ൃ
員
大
野
۱
ϱ
さ
Ȣ

（
��
）
は
᳧
ᚯ
⫱
⪅
の

一
अ
を
聞
き
「
࠙
៥
ษ

अ
は
日
本
で
も
聞
い
て

い
た
が
、
ま
さ
か
⅋
分

が
ఫ
き
⡛
ま
れ
る
と
は

ථ
わ
な
か
っ
た
」
と
◊

し
、
日
本
の
会
社
か
ら

の
予
定
ং
更
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

て
い
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
៥
୮

地
✤
៰
્
対
策
局
は
2�

日
、
ɘ
リ

東
部
ア
グ

ン
୮
（
ᑙ
高
⿂
０
０
０

ケ
❞
）
の
୮
ⱹ
か
ら


↠
の
࠙
ᠻ
が
上
が
っ
て

い
る
の
を
確
認
し
、
ତ

╄
ᑡ
な
࠙
៥
が
❙
き
た

と
明
ら
か
に
し
た
。
Ⓚ

્
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
ア
グ
ン
୮
の
࠙
៥

は
１
⿈
⿅
⿂
タ
��
年
ͨ

ቻ
で
、
ẇ
半
ˌ
ẃ
ȅ
り
。

　

࠙
ᠻ
は
୮
ⱹ
か
ら
ẇ

⿆
０
０
ケ
の
高
さ
ま
で

上
っ
た
。
同
局
幹
部
は

「
ତ
╄
ᑡ
で
、
ᢈ



࠙
៥
で
は
な
い
」
と
⡻

Ȉ
た
。
ܦ
⡙
Σ
民
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
よ

う
呼
び
တ
け
る
と
と
も

に
、
୮
ⱹ
か
ら
⿅
タ
⿆
・

５
ウ
に
設
定
さ
れ
て
い

る
立
ち
入
り
ᱞ
ᓹ
ٚ
域

内
に
入
ら
な
い
よ
う
改

め
て
求
め
た
。
࠙
៥
⚋

༖
ɴ
ɡ
ル

き
上
げ
の

予
定
は
な
い
と
し
て
い

る
。

　

当
局
は
ア
グ
ン
୮
ܦ

⡙
で
の
៥
୮
性
地
⯕
の

ⲟ

を
受
け
、
⿈
月
22

日
に
࠙
៥
⚋
༖
ɴ
ɡ
ル

を
⿃
ᔲ

の
最
高
に


き
上
げ
た
。
一
時
は
�0

ʽ
人
ͨ
上
が
⤀
難
。
�0

月
2�
日
、
៥
୮
活
動
が

落
ち
着
い
て
き
た
と
し

て
⚋
༖
ɴ
ɡ
ル
を
上
か

ら
２
ᨯ
目
に

き
下
げ

て
い
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家

៰
્
対
策
庁
に
よ
る

と
、
Ϟ
ᠬ
と
し
て
ẇ
２

ʽ
⿈
０
０
０
人
が
⤀
難

生
活
を
続
け
て
い
る
。



　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ɘ

リ

の
デ
ン
パ
サ
ー
ル

⤢
外
ク
タ
に
あ
る
ɘ
リ

国
際
᳧
ᚯ
は
2�
日
٨

後
、
ԙ
⫳
し
た
。
同


東
部
ア
グ
ン
୮
の
࠙
៥

に
よ
る
៥
୮

の
影
響

で
2�
日
か
ら
⫱
⪅
し
て

い
た
。
⣌
航
の

ᄺ
は

航
᳧
会
社
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
2�
日
に
ԙ
⫳

し
た
フ
ラ
イ
ト
は
一
部

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

᳧
ᚯ
当
局
は
、
᳧
ᚯ

上
᳧
を
┻
っ
て
い
た
៥

୮

の
影
響
が

ま
っ

た
こ
と
ȓ
、
ア
グ
ン
୮

か
ら
᳧
ᚯ
の
Ρ
Έ
す
る

南
┴
方
۹
に
܌
い
て
い

た
ⳃ
が
ل
┴
か
ら
ل
方

۹
に
ং
わ
っ
た
こ
と
な

ど
を
、
ԙ
⫳
の
ᥴ
ᨁ
と

し
て
い
る
。
ⳃ
۹
き
次

ᵥ
で
ԙ
び
⫱
⪅
す
る



性
も
あ
る
。

　

ɘ
リ

は
日
本
人
も

多
く
▗
れ
る
国
際

に

有
名
な
観
光
地
。
⫱
⪅

さ
れ
た
2�
、
2�
日
の
２

日
間
で
ẇ
⿈
０
０
Ϫ
が

ᓍ
航
し
、
╹
ẇ
�2
ʽ
人

に
影
響
が
出
た
。
基
幹

᧳
業
で
あ
る
観
光
業
へ

の
影
響
が
༃
ඔ
さ
れ
て

い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ᅌ
行

代
ᥴ
ಅ
協
会
は
地
元
メ

デ
ィ
ア
に
、
ɘ
リ
国
際

᳧
ᚯ
か
ら
は
⢡

、
１

日
ẇ
��
ʽ
人
の
観
光
ૃ

が

を
▗
れ
て
お
り
、

2�
日
ま
で
に
観
光
業
に

ଦ
な
く
と
も
ẇ
２
⿅
０

０
ҽ
ル
ピ
ア
（
ẇ
2�
ҽ

Ԓ
）
の
経
済

၏
失
が


生
し
た
と
明
ら
か
に

し
た
。

【
第
11
面
か
ら
続
く
】

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
⣌
⠡

省
は
2�
日
、
ɘ
リ

・

デ
ン
パ
サ
ー
ル
⤢
外
ク

タ
に
あ
る
ɘ
リ
国
際
᳧

ᚯ
の
⫱
⪅
を
�0
日
ま
で

ೄ
⫧
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

の
東
部

に
あ
る
ア
グ
ン
୮
の
࠙

៥
に
よ
る
៥
୮

が
Ϟ

ᠬ
、
᳧
ᚯ
上
᳧
を
┻
っ

て
い
る
た
め
と
し
て
い

る
。

の
基
幹
᧳
業
で

あ
る
観
光
業
へ
の
打
ၾ

は
さ
ら
に
拡
大
し
そ
う

だ
。

　

2�
日
の
⫱
⪅
ͨ
降
、

ೄ
⫧
は
２
回
目
。
⣌
⠡

省
に
よ
る
と
、
៥
୮


は
᳧
ᚯ
の
Ρ
Έ
す
る
南

┴
方
۹
に
流
さ
れ
て
い

る
。
2�
日
の
ᓍ
航
は
⿃

⿂
０
Ϫ
に
上
り
、
ẇ
５

ʽ
８
０
０
０
人
に
影
響

し
た
。

　

ɘ
リ
国
際
᳧
ᚯ
は
振

り
替
え
Ϫ
を
予
ẇ
し
た

り
、
ɘ
リ

の
┴
⮆
、

ジ
ャ
ワ

ス
ラ
ɘ
ヤ
の

国
際
᳧
ᚯ
へ
۹
か
う
ɘ

ス
に
˻
ろ
う
と
˔
Ȣ
だ

り
す
る
観
光
ૃ
ら
で
ᚆ

̇
が
続
い
て
い
る
。

　

�0
月
下
ᅧ
で
タ
Ȳ


は
⮾

に
入
り
、
今
年

の
シ
ー
ɂ
ン
も
ᠪ
事
に

ẹ
̒
し
ま
し
た
。

��

今
シ
ー
ɂ
ン
は
ᆎ
か

ら
シ
ン
ɡ
Ȱ
Ⱦ
メ
が
大

当

た

り

で
、
ঈ

場

は

᚛
っ
た
も
の
の
�0
月
に

は
ま
た
連
日
⣮
遇
で
き

る
、
Ტ
有
な
年
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
も
う

一
つ
特
ᵮ
す
Ȉ
き
は
、

シ
ー
ɂ
ン
全
Χ
を
⢡
し

て
ᘬ
の
⢖
明
度
が
安
定

し
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

⅋
ມ
で
き
ま
せ
Ȣ
が

（
ᵔ
）、
タ
イ
ᛗ
は
ዿ
ⳬ

豊
富
な
た
め
に
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
多
く
、㟡
抜

け
た
㟢
ᘬ
で
は
あ
り
ま

せ
Ȣ
。
そ
の
お
か
げ
で

⸂
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
多

い
わ
け
で
す
が
、

回

り
に
よ
っ
て
は
ᡡ
ే
の


ら
し
く
な
い
ɓ
ゴ
ɓ

ゴ
じ
も
᥏
し
く
は
な
い

の
で
す
。
　

��

そ
れ
が
今
年
は
、
⢖

明
度
が
落
ち
る
期
間
が

ଦ
な
く
、
ἇ
⼡
な
ᣞ
ຎ

が
続
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

元
よ
り
⸂
影
は
ញ
い

の
で
、
Փ
ὗ
し
た
῭
れ

が
見
も
の
の
一
つ
で
す

が
、
⢖
明
度
が
↝
い
と

ワ
イ
ド
の
ԥ
᭙
も
႓
り

ᆂ
く
、
そ
の
῭
れ
を
ᛙ

ߓ
で
き
ま
す
。
シ
ー
ɂ

ン
ẹ
ᬬ
に
は
テ
ル
メ
ア

ジ
ȓ
キ
ン
セ
ン
フ
Ȱ
ダ

イ
（
写
真
）
な
ど
が
増

え
て
ቻ
た
の
で
、
⮾
期

の
間
に
さ
ら
に
Ὢ
ᔢ
し

て
く
れ
る
の
で
は
、
と

い
う
の
が
ቻ
期
に
۹
け

て
の
Ᏹ
し
み
で
す
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
良
好
で
し
た

増子  均 (ますこ  ひとし）    
タイ在住 23 年目の水
中ガイド。タイ湾のタ
オ島をベースに、季節
によってはプーケットや
カオラックに遠征するこ
とも。Go pro からデジ
タル一眼まで駆使して、
タイの水中の魅力をご
紹介します。

流
通
小
売
部
会
・
生
活

産
業
部
会

合
同
講
演
会
を
開
催

　

流
⢡
ତ
ॹ
部
会
（


ᖆ
学
部
会
⫧
⾾
イ
Ȳ
ン

タ
イ
ラ
ン
ド
）
と
生
活

᧳
業
部
会
（
⼓
野
ֳ


部
会
⫧
⾾
王

⓯
ẜ

（
タ
イ
ラ
ン
ド
））
は
��

月
��
日
、
メ
デ
ィ
Ȱ
ー

タ
ー
の
ȴ
ン
タ
ト
ー

ン
・
ワ
ン
ナ
ワ
ス
代
⒙

ۄ
ἦ
ൃ
を
講
ృ
と
し
て

ྨ
き
、「
タ
イ
の
地
方

経
済
の
実
ຎ
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

講
᜵
会
を
合
同
⫳
催
。

タ
イ
の
ତ
ॹ
市
場
╄

ᑡ
、
所
ൡ
格
ఞ
に
よ
る

ᘲ
⛻
行
動
の
⣖
い
、
⤹

市
部
と
農
ቧ
部
の
ᘲ
⛻

行
動
の
⣖
い
な
ど
、
タ

イ
人
の
ᘲ
⛻
行
動
の
特

൰
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き

な
が
ら
、
タ
イ
の
地
方

経
済
の
実
ຎ
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

電
気
部
会
・
組
織
強
化

委
員
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
＆

懇
親
会
開
催

　

⯍
ᕧ
部
会
（

ᨀ
ೢ

˴
部
会
⫧
⾾
東
↰
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
と

組
ό
強
化
委
員
会
（
ʿ

ቆ
ᆨ
۱
委
員
⫧
⾾
タ
イ

国
東
̸
ᘬ
上
៥
៰
Є

⭨
）
は
��
月
2�
日
、
ᡓ

本
地
⯕
の
Ⓚ
៰
者
支
援

の
た
め
前
◼
ॹ
ఘ
人
軍

の
⧈
ቆ
ଯ
౺
氏
を
ྨ

き
、
講
᜵
会
⾵

╕
会

を
⫳
催
。
当
日
は
１
１

５
名
が
ڹ
加
し
た
。
⧈

ቆ
氏
は
試
合
⫳

前
の

ᛡ
備
の
大
չ
さ
に
╵
ڽ

し
た
Ȋ
か
、
入
ࡐ
時
の

Ȱ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
ྀ

⯶
。
講
᜵
会
後
の

╕

会
で
は
グ
ロ
ー
ɞ
ȓ
⊣

ሤ
な
ど
の
Ȳ
ー
ク
シ
ゟ

ン
も
あ
り
、
ڹ
加
⛻
と

合
わ
せ
ᡓ
本
地
⯕
៰
્

に
対
す
る
多
く
の
ῲ


⦘
が
⮥
ま
っ
た
。

盤
谷
日
本
人
商
工
会
議
所
ニュ
ー
ス

盤
谷
日
本
人
商
工
会
議
所
ニュ
ー
ス

╷
ᓺ

　

１
８
１
⿂
ۥ
ᵥ
５
面
掲
⠅
の

「
̸
⤹
工
↾
έ
Ỻ
大
学
　

チ
ェ
ン

マ
イ
大
学
　

ジ
ゟ
イ
ン
ト
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
⫳
講
」
の
ԥ
᭙

説
明
で
「
式
Ԅ
で
ス
ピ
ー
チ
す
る

̸
⤹
工
↾
έ
Ỻ
大
学
学
⫧
」
は
「
式

Ԅ
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
チ
ェ
ン
マ
イ

大
学
学
⫧
代
行
」
の
誤
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ἦ
⮥
部
）

バ
リ
島
空
港
の
閉
鎖
延
長

上
空
に
火
山
灰
、
観
光
業
打
撃

バ
リ
国
際
空
港
が
再
開

　
　
　
27
日
か
ら
閉
鎖
、
運
航
は
一
部
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男男

　

マ
シ
ン
と
、
ダ
ン
ɡ
ル

ȓ
ɘ
ー
ɡ
ル
な
ど
の
フ

リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
の
⣖
い

を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

マ
シ
ン
は
「
と
に
か

く
安
全
。
し
か
し
⟧
⣔
、


動
ᶽ
ࡕ
が
ࡘ
定
さ
れ

て
お
り
ɘ
ラ
ン
ス
を
Є

つ
ẫ
か
い
ᵳ
⁺
の

⣕

は
ሿ
め
な
い
」。
そ
し

て
、
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト

は
「
ۄ
ཟ
い
に
ɘ
ラ
ン

ス

が

ർ

要

な

の

で
、

ᣲ
っ
て
い
る
ᵳ
⁺
ͨ
外

の
部
分
も
⩳
え
ら
れ

る
。
ト
ɴ
ー
ɓ
ン
グ
の


⢳
性
を
確
認
し
ȓ
す

く
ɪ
チ
ɡ
ー
シ
ゟ
ン
が

上
が
る
。
た
だ
し
、
ڈ

⭨
、
ᔎ
̭
事
故
も
あ
る
」

と
い
う
の
が
そ
れ
ǭ
れ

の
説
明
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ǭ
れ
一
⫧
一
᮲

で
す
が
、
フ
リ
ー
ウ
ェ

イ
ト
で
し
っ
か
り
⩳

え
、
マ
シ
ン
で
最
後
ま

で
ᵳ
⁺
を
⢈
い
⡛
ȏ
と

い
う
π
い
方
が
い
い
の

で
は
と

え
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
Ⱎ

に
大
չ

な
こ
と
で
す
が
、

に
、

前
回
よ
り
も
重
た
い
も

の
、
も
し
く
は
、
挙
上

回
ᄋ
の
ア
ッ
プ
を
意
識

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

が
ᵳ
⁺
の

⣕
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

今
回
で
こ
の
コ
ラ
ム

は
ẹ
わ
り
と
な
り
ま
す

が
、
最
後
に
、
Ω
事
も

そ
う
で
す
が
、
ウ
ェ
イ

ト
ト
ɴ
ー
ɓ
ン
グ
も
、

ま
ǩ

め
る
こ
と
が
大

չ
で
す
。

ま
り
が
な

け
れ
ǿ
、
次
が
あ
り
ま

せ
Ȣ
。

ླྀ
だ
っ
た
り
、

න

け

て

し

ま
っ
た
り
す

る
⅋
分
⅋
⟘
を
ൺ
⥎
す

る
ർ
要
も
あ
り
ま
せ

Ȣ
。
ͪ
に
、
Ω
か
の
事

ษ
で
˛
ᄺ
し
て
も
、
ま

た
、
い
つ
か
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ԙ
⫳
す
れ
ǿ
い

い
だ
け
で
す
。
ȓ
っ
た

り
ȓ
ら
な
か
っ
た
り
の

ᾎ
り
返
し
が
、
い
つ
の

間
に
か
、
‒
ຢ
化
に
つ

な
が
り
ま
す
か
ら
。

　

そ
れ
で
は
、
と
に
か

く
「
安
全
を
最
優
先
」

で
ト
ɴ
ー
ɓ
ン
グ
し
て

く
だ
さ
い
。
ᠪ
ᥴ
に
重

た
い
も
の
を
ཟ
う
こ
と

も
、
時
に
は
大
չ
で
す

が
、
そ
の
場
合
も
、
最

大
⭈
に
安
全
を
確
Є
の

上
で
チ
ャ
ɴ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。

様
の
成

ע
を
お
᰼
り
ᨃ
し
上
げ

ま
す
。

＜筆者＞
トレーニング大好きな会社員。質問等ご
ざいましたらお気軽にメールください。
ブログ：
http://blog.livedoor.jp/bkkfitness/
E メール：target100kg@gmail.com

中
年
諸
兄
の
た
め
の

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
す
す
め 第6回

ら
し
さ
を

ら
し
さ
を

ら
し
さ
を

ら
し
さ
を

ら
し
さ
を

取
り
戻
そ
う
‼　

　

タ
イ
最
大
の
ᵳ
⁺
の

᱗

Ԅ
「

⿐

Ｃ

⿕



⿓
　

Ｃ

⿐
Ｓ
Ｓ


Ｃ
」
の
ᵥ
��
回
大
会

が
��
月
��
日
か
ら
��
日

ま
で
の
⿂
日
間
、
ɘ
ン

コ
ク
⤹
内
デ
ィ
ン
デ
ー

ン
ٚ
の
タ
イ
日
ɘ
ン
コ

ク
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で

⫳
催
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
は
、
タ
イ
ɤ
デ
ィ
ɛ

ル
デ
ィ
ン
グ
⾵
フ
ィ
ジ
ー

ク
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（


⿑

⿐
）
の
名
◘
会
⫧

で
、
タ
イ
ࢀ
Σ
�0
年
を

❞
え
る
⇠
国
人
ダ
グ
ラ

ス
・
ラ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド

氏
（
タ
イ
名
、
パ
ッ
カ

ポ
ン
・
グ
リ
ヤ
ン
サ
ッ

ク
）
の
◤
生
日
を
▉
ඔ

し
て
２
０
０
１
年
に


ま
っ
た
。
⫳
催
⛻
は
す

Ȉ
て
ラ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド

氏
の

͛
に
よ
る
も
の

だ
。

　

期
間
˛
、
ɤ
デ
ィ
ɛ

ル
、
フ
ィ
ジ
ー
ク
、
ア
ー

ム
ɴ
ス
リ
ン
グ
、
５
Ჷ

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

の
⿃
Ჷ
目
��
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
ᴽ
技
が
行
わ

れ
た
。
ア
ー
ム
ɴ
ス
リ

ン
グ
に
は
、
タ
イ
ࢀ
Σ

の
日
本
人
、

ୖ
選
ཆ

が
��
ウ
❞
級
の
ク
ラ
ス

に
ڹ
加
。
ื
し
く
も
入

✘
は
⢎
し
た
が
、
⡶
力

あ
る

⛤
で
観
ૃ
を
ⷴ

̒
し
た
。

ＬＡＴＣＨＦＯＲＤ   ＣＬＡＳＳＩＣ開催
アームレスリングでは日本人選手も健闘

筋肉の祭典

バ
ー
ベ
ル
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

挙
上
重
量
を
常
に
意
識

マ
シ
ン
と
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
の
違
い

25 歳以下ボディビルクラス

女性エンジェルモデルクラス

女性フィギュアクラス

脇屋さん



全面広告





　同ⴆɤランテȫア・日本◭ȴイドグルʀプではƸᕃ

⢲ᕮƸቆሓ日に 2時間のȴイドを行ǲていますƹ

��ᄋあるୠ示ݨの˛からڴ選してƸタイの歴۠ȓῡ術Ƹ

ᄙ化についてᏱしく╫りȓすくȴイドをしておりますƹ

王ૅȕかりのݨもたくさȢǣざいますのでƸᆔⰞ一度

お❟しくださいƹ

��なおƸ前国王のǣ⊳ҹにΒいƸ�0 月 2� 日と 2� 日のȴ

イドを˛ᓹいたしますƹ

��詳しくは (CEGDQQM をǣ╒

くださいƹ

�日時：毎週水・木曜日
ガイド開始：9:30（終了11:30頃）
場所：バンコク国立博物館（ワットプラケオ近く）
facebook：https://www.facebook.com/hakubutsukan
連絡先：hakubutsukan.bkk@gmail.com

バンコク国立博物館でバンコク国立博物館で

タイを学びませんか？タイを学びませんか？
バンコク国立博物館でバンコク国立博物館で

タイを学びませんか？タイを学びませんか？

バンコク国立博物館で

タイを学びませんか？

広告記事

お問い合わせ :  
JTBタイランド法人営業部　Tel.02-230-0451

開所式手配はJTBにお任せください
��,6$ タイランド法人ߙ業部では日Ṿͽ

業様にとりᶹ目としてⰞに重要な⫳所

式ȓ▉ඔ事業などƸワンストɋプサʀɛ

スにてサポʀトいたしますƹ大չなおૃ様の᳧ᚯ֗着時

の⢌迎ȓࢀ先のཆ⥎Ƹྨ待ᣞのᛡ備Ƹ式Ԅᛡ備Ƹそし

てもちろȢ式当日の⣌ߙなど日本ク

Ȳリテȫʀのきめẫかなサʀɛスに

て対応させていただきますƹ

　お問合せƸǣ✤問など地⼱ῡま

でǣ連ỏくださいƹ

　

ɘ
ン
コ
ク

࿀
の
日
本

ᄦ
ᥴ
ಅ
「
୮
⦓
」（
Ȳ
ー
ク

ラ
・
プ
ɴ
ス
テ
ー
ジ
・
ɘ

ン
コ
ク
）で
は
、
�2
月
に
年


特

メ
ɓ
ュ
ー
を
᧸
意

し
て
い
る
。「
ᆝ
の
特

൧

ℜ
」（
１
⿂
０
０
ɘ
ー
ツ
）

は
、
ᠭ
శ
立
、

᭙
ʾ
の
お


、

味
ࠊ
ク
リ
ー
ム
き

の
こ
ᠭ
き
、
⺧
の
つ
み
れ
、

ঙ
Ȇ
ら
ᬣ
り
合
わ
せ
、
ᢸ

⑲
ǣ
Ⳝ
な
ど
を
܅
ȏ
⛇
≮

ᢩ
。「

の
特

会

」（
⿃

５
０
０
ɘ
ー
ツ
）は
、
ᠭ
ዺ

と
ᠭ
⸕
₈
の
前
≣
、
⯄
˧

᭙
ʾ
の
お

、
⹊
と
ᢲ
の

ᠭ
き
物
、
ǩ
わ
い

の
ঙ

Ȇ
ら
、
な
ど
で

ᶹ
の
味

╏
と
ള
り
を
ं

で
き

る
。

　

大
ᆿ
日
は
、「
ラ
ン
チ
൧

ℜ
」
と
「
デ
ィ
ナ
ー
会

」

「
⧘
ኑ
ᠭ
き
デ
ィ
ナ
ー
」、

そ
し
て
年
❟
し
⌤
⼦
も
᧸

意
し
て
い
る
。

　

元
ᅡ
と
２
日
は
、
⊍
原

Ὢ
ᄦ
ᥴ
⫧
特
⓯
の
お
ᶹ
ᄦ

ᥴ
の
⢹
ݨ
を
「
お
ᓺ
月
ラ

ン
チ
൧
ℜ
」
ȓ
「
お
ᓺ
月

デ
ィ
ナ
ー
会

」
な
ど
で

ं

で
き
る
。
な
お
、
ᥰ
ࢀ

す
で
に
「
お
ᶹ
ᄦ
ᥴ
」（
重

ᶱ
入
り
）
の
予
ẇ
も
受
͛

˛
だ
。

「山里」　Yamazato at The Okura Prestige Bangkok   
Tel: 0-2687-9000   www.okurabangkok.com
◆年末特別メニューは 12 月 30 日まで（24 日・25 日を除く）。
24・25 日は「クリスマス御膳ランチ」1,500 バーツ、「会席ディ
ナー」4,500 バーツ、「鉄板焼きセットディナー」ペア料金
7,000 バーツ
◆「大晦日ランチ御膳」1,600 バーツ、「大晦日ディナー会席」
「鉄板焼きディナー」4,500 バーツ

「
山
里
」
で
迎
え
る
お
正
月

お
節
料
理
の
予
約
も
受
付
け
中

「年越し蕎麦」800 バーツ　
12 月 31 日の 22：00 ～ 23：30

「クリスマス会席
ディナー」 4,500

「お正月御膳」2,500
バーツの盛り付け例
「お正月ディナー会
席」は 4,500 バーツ

「お節料理」9,500 バーツ
（サ・税込み）予約は 12
月 28 日まで、受け取りは
31 日の 14：00 ～ 18：00







ゴ
ル
フ
と
ビ
ジ
ネ
ス

私
流

杉
本 

い
づ
み 

無
理
せ
ず
着
実
に一歩
一歩
前
進

262

「
仕
事
も
ゴ
ル
フ
も
無
理
せ
ず
着
実
に
一
歩
一
歩

前
進
し
た
い
」
と
杉
本
さ
ん
（
右
）

　

ゴ
ル
フ

ー
な
ら
一
度

は
ȓ
っ
て
み
た
い
の
が

ɣ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
。
し
か

し
初
級
者
に
は
⅏
難
の
業

だ
。
今
回

場
い
た
だ
く


⿐
Ｍ
⿐



（
〃
⿷
⿰

⿸
⿻
⿰

⿳
）
社
で
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
ダ
イ
ɴ
ク
タ
ー
を

務
め
る
ባ
本
い
Ǵ
み
さ
Ȣ

は
、
ɣ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な

ら
ǻ
㟡
ɣ
ー
ル
イ
ン
ツ
ー
㟢

を
⣕
成
し
て
い
る
。
ゴ
ル

フ
を

め
て
間
も
な
く
、

コ
ー
ス
で
１
回
目
の
ス
イ

ン
グ
を
᳧
振
り
。「
す
い
ま

せ
Ȣ
」
と
同
Β
者
に
♢
っ

た
後
の
２
打
目
で
１
⿂
５

ヤ
ー
ド
を
ɣ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
。
同
Β
者
か
ら
「
こ
れ

は
ɣ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
は

な
く
ɣ
ー
ル
イ
ン
ツ
ー
だ
」

と
か
ら
か
わ
れ
た
Ȱ
ピ

ソ
ー
ド
を
持
つ
。

　

同
社
は
ᑿ
፦
工
ԃ
・
᧳

業
設
備
・
ᦹ
ऴ
ᑿ
器
を
ཟ

う
ଗ
⫨
商
社
。
本
社
・
୮

˳
は
ᜎ
✀
県
⫧
ᘛ
市
で
１

⿈
⿂
１
年
に
ׅ
業
し
た
。

ᘬ
外
初
の
⢳
出
国
と
な
っ

た
タ
イ
で
の
法
人
設
立
は

２
０
１
⿃
年
⿂
月
。
ባ
本

さ
Ȣ
は
設
立
の
半
年
前
に

ቻ
タ
イ
し
た
。
そ
の
後
、

ᛡ
備
に
動
き
、
⿃
月
ᓺ
式

に
ᥰ
職
に
就
任
し
、
ߙ
業

は
同
年
⿅
月
か
ら
⫳

し

た
。
工
場
Ȱ
ア
に
関
す
る

サ
ー
ɛ
ス
を
主
Χ
と
し
、

コ
ン
プ
ɴ
ッ
サ
ー
の
省
Ȱ

ネ
▧
ᄺ
か
ら
⯍
ᕧ
代
֪
᚛

の
提
ጣ
。
ま
た
ᑿ
፦
加
工
、

Ⳓ
ݨ
工
場
な
ど
で
π
う
Ȱ

ア
の
ݨ
✤
測
定
か
ら
Ȱ
ア

フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
不
ẗ

物
⭒
去
な
ど
、
改

提
ጣ

を
⢡
し
、
ଗ
⫨
商
社
と
し

て
よ
り
↝
い
ᥰ
場
と
⓯
ݨ

の
ݨ
✤
۹
上
に

め
て
い

る
。

　

日
本
で
初
め
て
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ɞ
を
၂
っ
た
の
は
⿅

年
前
。
年
に

１
、
２
回
行

く
程
度
だ
っ

た
が
、
タ
イ

は
ゴ
ル
フ
が

不

ᓍ
と
聞

い

た

こ

と

で
、
ク
ラ
ɞ

を

持

ڹ

し

た
。
ቻ
タ
イ

⿂
カ
月
後
に

銀
行
主
催
の


╕
会
で
ѫ

ᠬ
、
⮆
の


と
な
っ
た
ᑿ

፦
業
ᨕ
の
大

先
⠚
か
ら
ゴ
ル
フ
を
ჹ
わ

る
よ
う
に
な
り
、
急
速
に

好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
と

い
う
。「
技
術
だ
け
で
な
く

マ
ナ
ー
ȓ
ル
ー
ル
も
ჹ
わ

り
、
多
く
の
方
と
の
出
会

い
も
作
っ
て
ⱹ
い
た
。
ゴ

ル
フ
の
Ᏹ
し
さ
を
ჹ
わ
り
、

大
先
⠚
に
感
♢
し
て
い
る
」

と
ᵔ
Ⲩ
で
◊
す
。
ゴ
ル
フ

の
お
か
げ
で
確
実
に
ɛ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
౺
が
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
と
い
う
。
ᥰ
ࢀ
は
月

２
回
の
プ
ɴ
ー
で
１
０
０

չ
り
を
目
ᑙ
に
し
て
い
る
。

　

ባ
本
さ
Ȣ
が

え
る
ゴ

ル
フ
と
ɛ
ジ
ネ
ス
の
ӽ
⢡

点
は
ᠪ
ᥴ
せ
ǩ
着
実
に
一

ᔀ
一
ᔀ
前
⢳
す
る
こ
と
が

大
չ
で
あ
る
こ
と
。
大
先

⠚
で
あ
る
ృ
ٍ
か
ら
「
❹

⮼
が
Ⳏ
ǿ
な
く
て
も
、
᭙
っ

ᬼ
ǟ
前
に
⢳
Ȣ
で
い
る
か

ら
大
ʾ
ছ
」、「
仕
事
も
確

実
に
ତ
֢
み
に
前
に
⢳
め

な
が
ら
き
っ
ち
り
ȓ
っ
て

い
る
」
と
┄
め
ら
れ
た
こ

と
が
⅋
Ј
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
ゴ
ル
フ
で
意
識

し
て
い
る
の
は
、
ミ
ス
し

て
も
ۄ
り
̇
し
た
り
せ
ǩ

感
ษ

に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
ゴ
ル
フ
を

す
る
よ
う
に
な
り
仕
事
も

そ
の
よ
う
に

え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
⇚
ᵔ
い
す
る
。

「
出
会
い
が
人
を
ং
え
、
経

験
が
人
を
ׅ
る
」
と
の
格

╵
が
あ
る
。
ባ
本
さ
Ȣ
は

今
、
ま
さ
に
仕
事
も
ゴ
ル

フ
も
経
験
を
ׅ
っ
て
い
る

᭙
っ
た
だ
˛
と
ථ
っ
た
。

　

　

筆
者　

島
村 

一
郎

東
京
都
出
身
。
米
系
タ
バ
コ
会
社

に
勤
務
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
駐
在
経

験
あ
り
。
タ
イ
の
ゴ
ル
フ
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
タ
イ
の
ゴ
ル
フ
の
魅

力
を
日
本
に
伝
え
て
い
る
。
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